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マニュアルの使いかた

安心してお使いいただくために
 ● 本製品をお取り扱いいただくための注意事項 
ご使用前に必ずお読みください。

オンラインマニュアル
本製品が起動しているときに本製品の画面上で見るマニュアルです。

 ● 本製品の基本操作
 ● ネットワーク機能
 ● 周辺機器の接続
 ● バッテリーで使う方法
 ● アプリケーション／ウィジェット／設定
 ● 本製品の動作がおかしいとき／Q&A集

など

dynabookガイド（本書）
 ● 本製品の準備
 ● 電源の入れかた／切りかた
 ● インターネットを使うには
 ● 初期化
 ● 廃棄／譲渡

など

 ● 各部の名前
 ● Androidのセットアップ
 ● バッテリーパックの交換
 ● Q&A集（電源が入らないとき）
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はじめに

本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』
に記載されています。
必ずお読みになり、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。
本書は、次の決まりに従って書かれています。

1 記号の意味

危 険 “取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（＊1）を負う
ことがあり、その切迫の度合いが高いこと”を示します。

警 告 “取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（＊1）を負う
ことが想定されること”を示します。

注 意
“取扱いを誤った場合、使用者が傷害（＊2）を負うことが想定
されるか、または物的損害（＊3）の発生が想定されること”を
示します。

お願い
データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し
ます。

知っていると便利な内容を示します。

役立つ操作集 知っていると役に立つ操作を示します。

参照

このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。
このマニュアルへの参照の場合…「　」
ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『　』
オンラインマニュアルへの参照の場合…《　》
オンラインマニュアルにはさまざまな情報が記載されています。

＊1 重傷とは、失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に
入院・長期の通院を要するものをさします。

＊2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などをさします。
＊3 物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。
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2 用語について
本書では、次のように定義します。

アプリケーションまたはアプリケーションソフト
アプリケーションソフトウェアを示します。

AndroidまたはAndroid 2.1
Android™ version 2.1を示します。

無線LANモデル
無線LAN機能を搭載しているモデルを示します。

Bluetoothモデル
Bluetooth機能を搭載しているモデルを示します。

ご購入のモデルのシリーズ名、モデル名、仕様については、『dynabook ＊＊＊＊（お使いの
機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照してください。

3 記載について
 ● 記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語について」
のモデル分けに準じて、「＊＊＊＊モデルの場合」や「＊＊＊＊シリーズのみ」などのよう
に注記します。
 ● アプリケーションについては、本製品にプレインストールされているバージョンを使用する
ことを前提に説明しています。
 ● 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。
 ● 本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（ー）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合がありますが、読み換えてご使用ください。

4 Trademarks
 ● Google、Google ロゴ、Android、Android ロゴは、Google Inc.の商標または登録商標です。
 ● NVIDIA、NVIDIAロゴ、Tegra、Tegraロゴ、Powered by NVIDIAロゴは、米国NVIDIA 
Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
 ● SDロゴは商標です。（ ）
 ● SDHCロゴは商標です。（ ）
 ● Bluetoothは、その商標権者が所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。
 ● HDMI およびHigh-Definition Multimedia Interfaceは、HDMI Licensing LLC. の登録
商標または商標です。
 ● FSKARENは、富士ソフトの登録商標です。
 ● デ辞蔵はイースト株式会社の登録商標です。
 ●「IPAフォント」は、IPAの登録商標です。

本書に掲載の商品の名称やロゴは、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場
合があります。
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5 プロセッサ（CPU）に関するご注意 
本製品に使われているプロセッサ（CPU）の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。

 ● 周辺機器を接続して本製品を使用する場合
 ● ACアダプターを接続せずバッテリー駆動にて本製品を使用する場合
 ● マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合
 ● 本製品を低速度のネットワークに接続して使用する場合
 ● 複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターが必要に設計されて
いるデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合
 ● 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル（3,280フィート）以上をお考えください。
 ● 目安として、気温5～30℃（高所の場合25℃）の範囲を超えるような外気温の状態で本製
品を使用する場合

本製品のハードウェア構成に変更が生じる場合、CPUの処理能力が実際には仕様と異なる場合
があります。
また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。
これは、当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。
なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録
機器にて保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨
する状態にて本製品をご使用ください。

6 著作権について 
音楽、映像、コンピューター・プログラム、データベースなどは著作権法により、その著作者
および著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた
は家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく
これを複製（データ形式の変換を含む）、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを
行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることが
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を
心がけてください。
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7 お願い 
 ● 本製品のプラットフォーム、アプリケーション以外をインストールした場合の動作保証はで
きません。
 ● 本製品のプラットフォーム、アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。
 ● 購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること
は禁じられています。取り扱いには注意してください。
 ● 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用する以外の用途を禁じます。
 ● 本製品はセキュリティ対策のための画面ロックの設定や、無線LANの暗号化設定などの機
能を備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。
 ● ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザー使用許諾契約書』およ
び『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。
 ● アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ
い。使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書が表示されな
くなります。初期化を行った場合には再び使用許諾書が表示されます。
 ●『東芝保証書』は、記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。

本製品のお客様登録（ユーザー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。
当社ホームページで登録できます。

参照  詳細について《オンラインマニュアル》

8 環境依存文字について 
フォルダー名などに環境依存文字が含まれていると、ファイルの読み込みや保存などが正常に
動作しないことがあります。
ファイル名やファイル内の文字列に環境依存文字が含まれていると、ファイル名が「?」など
のように正しく表示されず、正常に動作しないことがあります。
また、アプリケーション上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依存文字が含まれてい
ると、作成したファイル上で正しく表示されないことがあります。
このような場合には、環境依存文字を含まない文字列に変更してください。
SDメモリカードやUSBフラッシュメモリなどの記録メディアにデータを書き込むときは、環
境依存文字が含まれていないことをあらかじめ確認してから作業を行ってください。
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9 H.264/AVC, VC-1and MPEG-4ライセンスについて 
本製品は、AVC、VC-1、MPEG-4 VISUAL規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ
び非商業利用目的に限り、お客様が以下のいずれか、または両方の使用を行なうことが許諾さ
れています。（i）AVC、VC-1、MPEG-4 VISUAL標準規格に従いビデオをエンコードする
こと（以下「AVCビデオ」、「VC-1ビデオ」、「MPEG-4ビデオ」という）、（ii）個人的、非商
業的行為においてお客様によりエンコードされた、または／およびAVCビデオ、VC-1ビデオ、
MPEG-4ビデオを提供するためにMPEG LAからライセンスを受けたビデオ提供者から取得
した、AVCビデオ、VC-1ビデオ、MPEG-4ビデオをデコードすること。他の使用については
ライセンスを許諾されていません。上記以外の販売、社内利用および商業的利用等利用／許諾
に関する情報については、MPEG LAのHP（http://www.mpegla.com）より入手頂けます。

 ● H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 License Notice
THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC, THE VC-1 AND MPEG-4 VISUAL 

PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 

OF A CONSUMER FOR (i)ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 

STANDARDS ("VIDEO") AND/OR (ii)DECODING AVC, VC-1AND MPEG-4 VIDEO 

THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON-

COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 

LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR 

SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 

THAT RELATING TO PROMOTIONAL, INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 

LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA,L.L.C. SEE http://www.mpegla.com





1章

本製品の準備
この章では、本製品の置き場所、セットアップ、電源の切りかた／入
れかたなど、お買い上げいただいてから実際に使い始めるまでの準備
と、本体各部の名前や基本的な使いかたについて説明しています。
また、本製品にご用意しているマニュアルについて説明しています。

 1 使う前に確認する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

 2 各部の名称 －外観図－ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

 3 ポインターを動かす／文字キーを使う 
－タッチパッドとキーボード－  . . . . . . . . . . . . . . . 17

 4 本製品を使えるようにする . . . . . . . . . . . . . . . . . 21

 5 本製品の電源について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32

 6 dynabookを使おう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37

 7 画面で見るマニュアル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 51
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1 使う前に確認する

1 箱を開けたらまずはこれから 
 ■箱の中身の確認

『dynabook ＊＊＊＊（お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して、付属品が
そろっているか、確認してください。足りない物がある場合や、破損している物がある場合は、
東芝PCあんしんサポートにお問い合わせください。

参照  東芝PCあんしんサポート『サポートガイド』

 ■型番と製造番号を確認
本製品の裏面に型番と製造番号が記載されています。保証書に同じ番号が記載されていること
を確認してください。番号が違う場合や、不備があった場合は、東芝PCあんしんサポートに
お問い合わせください。

参照  記載位置について「本章 2 - 3  裏面図」

2 忘れずに行ってください
 ■使用する前に

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザー使用許諾契約書』
および『ソフトウェアに関する注意事項』を読んでください。

 ■保証書は大切に保管
故障やトラブルが起こった場合、保証書があれば保証期間中（保証期間
については保証書を確認してください）は東芝の無料修理サービスが受
けられます。
保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。
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1 使う前に確認する

3 最適な場所で使う 
人間にとって住みやすい温度と湿度の環境が、本製品にも最適な環境です。

次の点に注意して置き場所、使う場所を決めてください。

 ● 安定した場所に置きましょう。 
不安定な場所に置くと、本製品が落ちたり倒れたりするおそれがあり、故障やけがにつなが
ります。
 ● 温度や湿度が高いところは避けましょう。 
暖房や加湿器の送風が直接あたる場所はよくありません。
 ● 強い磁気を発するものの近くで使用しないでください。 
磁石はもちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな
ども本製品を使用するときははずすようにしましょう。
 ● 照明や日光があたる位置も考慮しましょう。 
照明や日光が直接ディスプレイにあたると、反射して画面が見づらくなります。
 ● ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 
ラジオやテレビの受信障害を引き起こすことがあります。
 ● 無線通信装置から離してください。 
携帯電話も無線通信装置の一種です。
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ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。
それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや《オンラインマニュアル》を確認してください。

 ● 本製品に表示されている、コネクタ、LED、スイッチのマーク（アイコン）、およびキーボード
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに
よっては、機能のないものがあります。ご購入のモデルの仕様については、『dynabook＊＊＊
＊（お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。

外観図についてお願い

キーボード

Webカメラ

ディスプレイ

ヒンジ

　　　　HDMI出力端子
HDMIケーブルを接続して、HDMI入力対応
機器（テレビ、プロジェクターなど）に
本製品の映像を表示します。

電源スイッチ

システムインジケーター
（　P.15）

ヒンジ

内蔵マイク
この部分に無線LANアンテナが
内蔵されています。

　　ブリッジメディアスロット
SDメモリカード、マルチメディアカードをセットします。

通知LED
メールが着信したときなどに点滅します。

この部分にBluetoothのアンテナが内蔵
されています。

　　　マイク入力端子／ヘッドホン出力端子
ヘッドセット／ヘッドホンを接続します。

2 各部の名称 
－外観図－

1 前面図
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2 各部の名称 ー外観図ー

1 システムインジケーター 
システムインジケーターは、点灯状態によって、本製品がどのような動作をしているのかを知
ることができます。

DC IN LED 電源コード接続の状態　 参照  P.36

Power LED 電源の状態　 参照  P.36

Battery LED バッテリーの状態　 参照  P.59

ワイヤレスコミュニケーションLED
無線通信機能の状態
参照  《オンラインマニュアル》

2 背面図

　　USBコネクタ
USB対応機器を接続します。

　　セキュリティロック・スロット
盗難を抑止するためのセキュリティケーブルを接続できます。
セキュリティケーブルは、本製品に対応しているものをご利用ください。
詳しくは販売店などに確認してください。

タッチパッド、
右ボタン、左ボタン

　  電源コネクタ
（　P.23）

　　ミニUSBコネクタ
ミニBタイプに対応しています。
USBケーブルを使用して本製品とパソコンを接続します。

通知LED
メールが着信したときなどに点滅します。
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2 各部の名称 ー外観図ー

3 裏面図

型番と製造番号
ラベルに型番（機種名）と製造番号が記載されています。

前

バッテリーパック（　P.59）

②　　　バッテリー・リリースラッチ（　P.61）
バッテリ－パックを本製品の本体からはずすときに使うラッチです。

スピーカー

①　　　　バッテリー安全ロック（　P.60）
バッテリ－パックが本製品の本体からはずれないように
するためのスイッチです。

 ● あらかじめ、「付録 1 - 1 - 機器への強い衝撃や外圧について」を確認してください。

機器への強い衝撃や外圧についてお願い
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 ● あらかじめ、「付録 1 - 1 - タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。

タッチパッドの操作にあたってお願い

タッチパッド

右ボタン左ボタン

3 ポインターを動かす／文字キーを使う
－タッチパッドとキーボード－

1 タッチパッドで操作する
電源を入れて本製品を起動すると、本製品のディスプレイに が表示されます。この矢印を「ポ
インター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしながら本製
品を操作していきます。
本製品には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン／右ボタン
があります。
タッチパッドと左ボタン／右ボタンを使ってポインターを動かし、本製品を操作してみましょう。
ここでは、タッチパッドと左ボタン／右ボタンの基本的な機能を説明します。
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3 ポインターを動かす／文字キーを使う ータッチパッドとキーボードー

1 矢印（ポインター）を動かす 
操作を始める位置を示す矢印（ポインター）は、タッチパッドに置いた指の方向に合わせて動
きます。指を上下左右に動かしてみましょう。
指がタッチパッドの端まできてしまい、それ以上動かせなくなったときは、いったん指をはな
してから、タッチパッドの中央に置き直して操作します。

（画面）

指を動かす

2 アイコンを選択する 
アイコン、文字などを選択するには、ポインターを目的のアイコンや文字などの位置に合わせ
て、左ボタンを1回押します（クリック）。
ファイルのアイコンをクリックした場合は、ファイルが開きます。アプリケーションのアイコ
ンをクリックした場合は、アプリケーションが起動します。

左ボタンを
1回押す

カチッ
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3 ポインターを動かす／文字キーを使う ータッチパッドとキーボードー

ドラッグアンドドロップする

ドラッグアンドドロップをすると、アイコンやウィンドウを移動したり、
複数の文字やアイコンを選択したりできます。ポインターを目的の位置
に合わせて、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチパッドを使って
ポインターを動かします②（ドラッグ）。ポインターが目的の位置に移
動したら、左ボタンから指をはなします③（ドロップ）。

②動かす

①押したまま

③はなす

スクロールする

スクロールとは画面を動かすことです。
スクロールすると画面に表示しきれない部分を見ることができます。
タッチパッドの右辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスクロールします。＊1

＊1 アプリケーションによっては、使用できない場合があります。

長押しする

左ボタンを1秒以上押し続けると、対象のアイコンまたは項目のサブメ
ニューが表示され、そこから行いたいことをクリックして選択できます
（サブメニューが有効な場合のみ）。

左ボタンを
長押しする

役立つ操作集

右クリックする

右クリックすると、メニューが表示され、そこから行いたいことをクリック
して選択できます（右クリックが有効な場合のみ）。

右ボタンを
1回押す

カチッ
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2 キーボードの文字キーの使いかた
文字キーは、文字や記号を入力するときに使
います。文字キーに印刷されている2～4種
類の文字や記号は、キーボードの文字入力の
状態によって変わります。

左上
ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットの小文字などが入力できま
す。 SHIFT キーを押しながら押すと、記号やアルファベットの大文字が入力でき
ます。

中央左 ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号が入力できます。

右上
かな入力ができる状態で SHIFT キーを押しながら押すと、記号、ひらがなの促

そくおん

音
（小さい「っ」）、拗

ようおん

音（小さい「ゃ、ゅ、ょ」）などが入力できます。

中央右 かな入力ができる状態で押すと、ひらがなや記号が入力できます。

3 ポインターを動かす／文字キーを使う ータッチパッドとキーボードー

3 慣れてきたら 
慣れてきたら、左ボタンを使わなくても、次のような基本的な操作ができます。

��クリック
タッチパッドを1回軽くたたくとクリックができます。

トン

タッチパッド
をたたく

役立つ操作集

タッチパッドを無効／有効にするには

キーを押すごとに、タッチパッドの無効／有効が切り替わります。
キーでタッチパッドの無効／有効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてから行っ

てください。
キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動きが数秒不安定になることがあり

ます。そのような場合は、1度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常に操
作できるようになります。

■ 中央左

■ 左上 ■ 右上

■ 中央右
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4 本製品を使えるようにする

1 セットアップ
初めて電源を入れたときは、セットアップを行います。
セットアップは、本製品を使えるようにするために必要な操作です。
セットアップには約5分かかります。
作業を始める前に、付属の冊子『安心してお使いいただくために』を必ず読んでください。特
に電源コードやACアダプターの取り扱いについて、注意事項を守ってください。

1 操作の流れ 

本製品の準備

電源を入れてから

電源コードとACアダプターを接続する

使用する言語を設定する

電源を入れる

地域、日付、時刻を設定する

ライセンス条項に同意する

セットアップ完了
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4 本製品を使えるようにする

■ 周辺機器は接続しないでください
 ● セットアップはACアダプターと電源コードのみを接続して行います。 
セットアップが完了するまでは、マウスやUSB対応機器などの周辺機器は接続しないでください。

■ 途中で電源を切らないでください
 ● セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動できない原因に
なり、修理が必要となることがあります。

■ 操作は時間をあけないでください
 ● セットアップ中にキーボードの操作が必要な画面があります。時間をあけないで操作を続けてく
ださい。 
しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えなくなる場合
があります。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。 
もう1度表示するには、 SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックしてください。

SHIFT キーやタッチパッドでは復帰せず、Power LEDが点滅している場合は、電源スイッ
チを押してください。

セットアップをするときの注意お願い

2 電源コードとACアダプターを接続する 

警 告
 ● ACアダプターは本製品に付属のものを使用する
本製品付属以外のACアダプターを使用すると電圧や（＋）（－）の極性が異なっているこ
とがあるため、火災・破裂・発熱のおそれがあります。
 ● 本製品にACアダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する
順番を守らないと、ACアダプターのDC出力プラグが帯電し、感電またはけがをする場
合があります。
また、ACアダプターのプラグを本製品の電源コネクタ以外の金属部分に触れないように
してください。

注 意
 ● 付属の電源コードは、本製品付属のACアダプター以外には使用しない
付属の電源コードは、本製品付属のACアダプター専用です。
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4 本製品を使えるようにする

 ● あらかじめ、「付録 1 - 2  電源コード、ACアダプターの取り扱いについて」を確認してく
ださい。

電源コード、ACアダプターの取り扱いについてお願い

次の図の①→②→③の順で行ってください。

電源コード

ACアダプター

③電源コードの電源プラグを
コンセントに差し込む

電源コネクタ

システムインジケーター

①電源コードをAC
アダプターに接続する

②ACアダプターのコードを
本製品側面の 　マーク
があるコネクタに差し込む

 ■ 接続すると
システムインジケーターのDC IN LEDが点灯します。また、Battery LEDがオレン
ジ色に点灯し、バッテリーへの充電が自動的に始まります。Battery LEDが白色に点灯し
たら、充電完了です。

参照  Battery LED「3章 2 - 1  バッテリー充電量を確認する」

 

 ● バッテリー充電中でも本製品を使用することができます。

参照  詳細について「3章 2  バッテリーについて」
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4 本製品を使えるようにする

3 電源を入れる 

 ● 本体液晶ディスプレイを開き過ぎるとヒンジ（手順 2  参照）に力がかかり、破損や故障の原因
となります。ヒンジに無理な力が加わらないよう開閉角度に注意してご使用ください。

本体液晶ディスプレイを開けるときはお願い

 本製品のディスプレイを開ける
ディスプレイを開閉するときは、傷や汚れがつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ
（画面）部分には触れないようにしてください。

 1 

片手でパームレスト（キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてく
ださい。
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4 本製品を使えるようにする

 電源スイッチを押し、指をはなす
確実に電源スイッチを押してください。
Power LEDが点灯することを確認してください。

 2 

これで本製品の準備は完了です。
続いてAndroidのセットアップに進みます。

電源スイッチ

ヒンジ

ヒンジ

Power LED
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4 本製品を使えるようにする

4 Androidのセットアップ 

 ［言語:］の下のボタンをクリックする
ボタンに「日本語」と表示されている場合は、手順 3  に進んでください。
言語を選択する画面が表示されます。

 1 

 

 ● クリックとは
タッチパッドに指をおいて、上下左右に動かすと、指
の動きに合わせてディスプレイ上の「 」（ポイン
ター）が動きます。
目的の位置にポインターを合わせたあと、左ボタンを
1回押す操作を「クリック」といいます。

参照  詳しい使いかた

「本章 3 - 1  タッチパッドで操作する」

 ● 1つ前の画面に戻るには
設定を無効にして前の画面に戻るには［戻る］ボタン
をクリックします。［戻る］ボタンが表示されていない
画面では、キーボードの キーを押すと1つ前の画面に戻ります。

 ● 画面右隅のスクロールバーについて
設定画面中では、画面右隅にスクロールバーが表示されることがありますが、このバーをド
ラッグして画面を縦方向にスクロールすることはできません。

左ボタン

右ボタン

タッチパッド

 ［日本語］をクリックする
画面に［日本語］が表示されていない場合は、 ↓ ↑ キーでスクロールさせてくだ
さい。
前画面に戻ります。

 ［タイムゾーン:］の下のボタンをクリックする
ボタンに「Tokyo,Osaka」と表示されている場合は、手順 5  に進んでください。
地域を選択する画面が表示されます。

 ［Tokyo,Osaka］をクリックする
画面に［Tokyo,Osaka］が表示されていない場合は、 ↓ ↑ キーでスクロールさ
せてください。
前画面に戻ります。

 ［日付:］の下のボタンをクリックする
ボタンに表示されている日付が合っている場合は、手順 7  に進んでください。
日付を設定する画面が表示されます。

 2 

 3 

 4 

 5 
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 月、日、年の上下にある［＋］ボタン、［－］ボタンをクリックして、
日付を設定し、［設定］ボタンをクリックする
前画面に戻ります。

 ［時刻:］の下のボタンをクリックする
ボタンに表示されている時刻が合っている場合は、手順 9  に進んでください。
時刻を設定する画面が表示されます。

 時、分の上下にある［＋］ボタン、［－］ボタンをクリックして、時刻
を設定し、［設定］ボタンをクリックする
前画面に戻ります。

 ［次へ］ボタンをクリックする
無線LANを設定する画面が表示されます。

 ［次へ］ボタンをクリックする
※ 無線LANの設定は、セットアップ完了後に行えるので、ここでは省略した場合に
ついて説明します。

ソフトウェアの使用許諾画面が表示されます。

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 
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4 本製品を使えるようにする

 ［同意します］をクリックし、［設定終了］ボタンをクリックする
セットアップが完了します。
本製品のホーム画面が表示されます。

 11 

「TOSHIBA Service Station」のメッセージが表示された場合は、次の「本項 5 「TOSHIBA 
Service Station」について」を確認してください。

 

 ● しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えなくなる場合があり
ます。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。 
もう1度表示するには、 SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックしてください。

SHIFT キーやタッチパッドでは復帰せず、Power LEDが点滅している場合は、電源スイッチを
押してください。
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4 本製品を使えるようにする

5 「TOSHIBA Service Station」について 
「TOSHIBA Service Station」は、ソフトウェアのアップデートを自動的に提供するための
ソフトウェアです。以降の説明をお読みのうえ、「TOSHIBA Service Station」を使用して、
本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。
このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用できるように
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書が表示されますので、よくお読みください。

 

 ●「TOSHIBA Service Station」を使用するには、インターネットに接続できる環境が必要です。
 ●「TOSHIBA Service Station」は、本製品に用意されているアプリケーションやプラットフォームの
うち、一部についてアップデートをお知らせします。「dynabook.com」にアクセスし、よくあるご質
問FAQやウイルス・セキュリティ情報などとあわせてご利用ください。
 ● プラットフォームをアップデートした場合は、プラットフォームの領域のみがアップデートされます。
お客様のデータ領域は保持されます。

 ■ 設定方法
「TOSHIBA Service Station」を使用できるように設定する方法は、次のとおりです。

 本製品起動後、［アプリケーション］タブ→［TOSHIBA Service 
Station］をクリックする
初めて起動したときは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）が表示さ
れます。

 内容を確認し、［同意する］ボタンをクリックする
使用許諾書に同意しない限り「TOSHIBA Service Station」は動作しません。
使用許諾書に同意すると、以降は、ソフトウェアのアップデートを検出する機能が、
本製品を起動すると自動的に動作します。

 1 

 2 

 ●「TOSHIBA Service Station」はACアダプターを取り付けてご使用ください。

「TOSHIBA Service Station」を使用するにはお願い
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 ■ 使用方法
「TOSHIBA Service Station」は、本製品に関するアップデートがあるかどうか、定期的に
チェックしています。

��ダウンロード
本製品に用意されているアプリケーションにアップデートがあることを検知すると、ステー
タスバーに「TOSHIBA Service Station」のアイコンが表示されているときは、メッセー
ジ「X件の新しいソフトウェアのアップデート（更新）があります。」が表示されます。
メッセージを確認し、画面の指示に従ってダウンロードしてください。

��インストール
アップデートをダウンロードしたとき、本製品に適用するためにインストール操作が必要です。
ダウンロード完了メッセージを確認し、画面の指示に従ってインストールしてください。

��プラットフォームのアップデート
プラットフォームのアップデートは、途中で中断できません。Androidのセットアップ画面
が表示されるまで、何も操作せずにお待ちください。途中で電源を切らないでください。

ソフトウェアやプラットフォームのアップデートを手動で確認したい場合は、［アプリケーショ
ン］タブ→［TOSHIBA Service Station］をクリックし、［すべてのアップデートを確認］
をクリックしてください。

4 本製品を使えるようにする

 

 ●「TOSHIBA Service Starion」は自動的にアップデート情報を検知するので、通常は手動で確認する
必要はありません。
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6 セットアップが終了したら 

 ■ 日付と時刻の確認
日付と時刻は、［設定］タブ→［設定］→［日付と時刻］で確認できます。
［自動］のチェックをはずし、日付は［日付設定］、時刻は［時刻設定］で確認します。
正しく表示されていない場合は、設定しなおしてください。
なお、時刻はステータスバーエリアでも確認できます。

（表示例）

 ■ バックアップをとる
作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のトラブルによって保存したファイルが
使えなくなってしまうことがあります。
このような場合に備えて、あらかじめファイルをSDメモリカードやUSBフラッシュメモリな
どの記録メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。
一度なくしたデータを復旧することはできません。万が一のために、必ず定期的にバックアップ
をとりましょう。

参照  バックアップについて《オンラインマニュアル》

4 本製品を使えるようにする
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本製品は、常時電源を入れた状態で使用できます。ただしバッテリーを使い切ると電源は切れ、
充電が必要となります。バッテリー残量の減少を抑えるため、本製品には省電力機能が搭載さ
れています。電源を入れたまま本製品をしばらく操作しないと、省電力機能が働き、時間経過
とともに次のように本製品の状態が変わります。

ディスプレイがオフになる

 ● 画面の表示が消えます（Power LEDは、白色点灯のまま）。
 ● 作業中のデータはそのままで、画面表示のみがオフになっている状態です。
 ● バッテリーを消耗します。ただし、画面表示がオフになっている分だけ、バッテリー
の消耗を抑えられます。
 ● SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックすると復帰します。
 ● ディスプレイがオフのままバッテリーを使い切ると、電源が切れます。

電源が切れる

 ● 画面の表示が消え、Power LEDが消灯します。
 ● 作業中のデータがあった場合は、データは消失しています。
 ● 電源が切れている状態でも、バッテリーは自然放電しています。

バッテリーを使い切って、電源が切れた場合は、未保存のデータなどは消失します。バッテリー
残量の減少を抑えるため、手動でサスペンドにしたり、電源を切ったりする場合は、次のよう
に操作します。

5 本製品の電源について

警 告
 ● 電子機器の使用が制限されている場所では本製品の電源を切る
本製品を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、
無線機能を無効に設定した上で、本製品の電源を切ってください。他の機器に影響を与え
ることがあります。
・ 無線機能は、 キーを押してOFFにすることができます。 キーを押して無線
機能をOFFに設定し、ワイヤレスコミュニケーションLEDが消灯しているのを確認し
てください。

・ サスペンドでは、本製品が自動的に動作することがあるため、飛行を妨げたり、他のシ
ステムに影響を及ぼしたりすることがあります。

・ 電源を切った状態でも本製品が自動的に動作するような設定のソフトウェアの場合は、
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。
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5 本製品の電源について

1 サスペンド
本製品の使用を中断する場合は、本製品を「サスペンド」にしましょう。
サスペンド機能は、次に電源スイッチを押したときに素早く中断したときの状態を再現するこ
とができます。サスペンド中もバッテリーを消耗します。
自宅またはオフィスで使用する場合は、サスペンド中はACアダプターを取り付けておくこと
を推奨します。

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合（バッ
テリ一パックの取り付け／取りはずしなど）は、サスペンドではなく、必ず電源を切ってくだ
さい。

中断する前に
 ● サスペンドを実行する前にデータを保存することを推奨します。
 ● サスペンドを実行するときは、メディアへの書き込みが完全に終了していることを確認してくださ
い。 
書き込み途中のデータがある状態でサスペンドを実行したとき、データが正しく書き込まれない
ことがあります。メディアを取り出しできる状態になっていれば書き込みは終了しています。

中断したときは
 ● サスペンド中は、バッテリーの取り付け／取りはずしは行わないでください。保存されていない
データは消失します。また、以下のおそれがあります。
・感電、故障のおそれ
・次回電源を入れたときに、本製品が起動しないおそれ

 また、サスペンド中にバッテリー残量が減少した場合も同様に、次回起動時に本製品が起動しな
いことがあります。 
本製品が起動しない場合は、電源スイッチを6秒間押していったん電源を切ったあと、再度電源
を入れてください。この場合、サスペンド前の状態は保持できていません。
 ● サスペンドを利用しないときは、データを保存し、ホーム画面に戻ってから、電源を切ってくだ
さい。保存されていないデータは消失します。

操作にあたってお願い

 電源ボタンを2秒間押す
メニュー画面が表示されます。6秒以上押し続けると強制終了になりますので、ご注
意ください。

 ［サスペンド］をクリックする
画面の表示がオフになり、サスペンド状態になります。
電源スイッチを押すと、中断したときの状態を再現します。

 1 

 2 
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5 本製品の電源について

2 電源を切る
電源を切るには、次のように操作してください。間違った操作を行うと、故障したり大切なデー
タを失うおそれがあります。

 ● 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。
 ● 内蔵フラッシュメモリやSDメモリカード、USBフラッシュメモリなどにアクセス中は電源を切
らないでください。データが消失するおそれがあります。

電源を切る前にお願い

 電源ボタンを2秒間押す
メニュー画面が表示されます。6秒以上押し続けると強制終了になりますので、ご注
意ください。

 ［電源を切る］をクリックする
確認の画面が表示されます。

 ［OK］ボタンをクリックする
本製品の電源が切れると、Power LEDが消灯します。

 1 

 2 

 3 

 ● 本製品に接続している機器（周辺機器）の電源は、本製品の電源を切ったあとに切ってください。
 ● ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃で本製品が故障する場合があります。
 ● 本製品や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。

電源を切ったあとはお願い
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3 電源を入れる
セットアップを終えたあとは、次の手順で電源を入れます。

 ● 各スロットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。
 ● 電源を入れる必要がある周辺機器を接続している場合は、本製品より先に周辺機器の電源を入れ
てください。

電源を入れる前にお願い

本製品が起動します。

 電源スイッチを押し、指をはなす
確実に電源スイッチを押してください。
Power LEDが点灯することを確認してください。

 1 

電源スイッチ

ヒンジ

ヒンジ

Power LED

5 本製品の電源について
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 ■ 電源に関する表示
電源の状態はシステムインジケータ一の点灯状態で確認することができます。
電源に関係あるインジケータ一とそれぞれの意味は次のとおりです。

状態 本製品の状態

DC IN  LED
白色の点灯 ACアダプタ一を接続している

消灯 ACアダプタ一を接続していない

Power  LED

白色の点灯 電源ON

白色の点滅 サスペンド中

消灯 電源OFF

＊ 電源に関するトラブルについては、「5章 2  Q&A集」を参照してください。

 

 ● しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えなくなる場合があり
ます。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。 
もう1度表示するには、 SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックしてください。

SHIFT キーやタッチパッドでは復帰せず、Power LEDが点滅している場合は、電源スイッチを
押してください。

5 本製品の電源について
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6 dynabookを使おう

1 本製品の画面
本製品の画面は3つのエリアで構成されています。

 

 ● 上の画面は、本製品を起動後、すぐに表示される画面です。 
この画面のことを「ホーム画面」と呼びます。
 ● ランチャーエリアが表示されず、次のように表示された場合は、ランチャータブアイコン（ ）を
クリックします。

 画面は表示例です。

ここをクリック ランチャーエリアが
表示される

ステータスバーエリア
バッテリー残量や無線LANへの接続状況など本製品の現在の状態が表示されます。

デスクトップエリア
アプリケーションの画面が
表示されます。アプリケー
ションを表示していないと
きは、壁紙、ウィジェット、
ショートカットアイコンな
どが表示されます。

ランチャーエリア
アプリケーションを起動するためのアイコンやタブが表示されます。

（表示例）
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1 ステータスバーエリア 

ステータスバーエリアには、次のアイコンが表示されます。

 ■ステータスアイコン
現在の本製品の状況が表示されます。
受信状態やバッテリー残量により、アイコンの表示が何段階かに分かれます。

アイコン名 アイコン 意味

無線LAN
無線LANに接続されている状態。

無線LANに接続されていない状態。

Bluetooth
Bluetoothがオンになっている状態。

Bluetoothで機器が接続されている状態。

電波

電波が受信できる状態。

ローミング状態。

電波が受信できない状態。

バッテリー

バッテリー残量がまったくなく、充電またはバッテリー
パックの交換が必要な状態。

バッテリー残量が極めて少なく、充電が必要な状態。

バッテリーの一部が使用されている状態。

バッテリーがフル充電されている状態。

バッテリーを充電中の状態。

機内モード 機内モードが設定されている状態。

6 dynabookを使おう
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 ■通知アイコン
プラットフォームやアプリケーションからの通知が表示されます。
ステータスバーエリアをクリックすると通知内容を確認できます。

アイコン 意味

新しいボイスメールが届いた。

同期エラー。

データを同期中。

データをアップデート中。

データをダウンロード中。

無線LANが使用できない。

アラームセット中。

「TOSHIBA Service Station」のアップデートがある。

2 デスクトップエリア 

（表示例）

アプリケーションの画面が表示されます。アプリケーションを表示していないときは、壁紙と
ウィジェットが表示されます。
よく使うアプリケーションへのショートカットを置いておくこともできます。
デスクトップはお好みに合わせてカスタマイズできます。

6 dynabookを使おう
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3 ランチャーエリア 

（表示例）

アプリケーションを起動するためのアイコンなどが表示されます。
アイコンの表示方法は、 または で変更できます。
画面下のタブをクリックすると、アイコンが切り替わります。
各アイコンから起動できる機能については、オンラインマニュアルを参照してください。

参照  《オンラインマニュアル》

 ●［アプリケーション］タブ
アプリケーションのアイコンが表示されます。

 ●［ウィジェット］タブ
ウィジェットのアイコンが表示されます。

 ●［ブックマーク］タブ
ブックマークを設定したホームページへのショートカットアイコンが表示されます。

 ●［設定］タブ
本製品や本製品のデスクトップの設定画面を表示するアイコンが表示されます。

6 dynabookを使おう

2 本製品の基本操作

 ■ 画面の表示領域を動かす
画面の表示領域は、次の2つの方法で動かせます。

 ● ↑ ↓ ← → キーを押し続ける
 ● デスクトップの任意の位置をクリックしたまま、タッチパッド上で指を動かす

なお、デスクトップの表示領域は、次の方法でも動かせます。
 ● 画面右上の○（ ）をクリックする。
画面右上には5つの○があります。 
一番左の○をクリックすると、デスクトップの左端が表示されます。 
一番右の○をクリックすると、デスクトップの右端が表示されます。 
表示したい位置の○をクリックします。
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6 dynabookを使おう

 ■ ランチャーエリアのアイコンの表示方法を変更する
ランチャーエリアのアイコンの表示方法は、画面右下の または をクリックするこ
とで変更できます。

��アイコンをデスクトップいっぱいに表示する

 画面右下の をクリックする 1 

表示されていないアイコンを見るには、 ← → キーなどで画面の表示領域を動かし
ます。

アイコンがデスクトップいっぱいに表示されます。

（表示例）

（表示例）

��ランチャーエリアに、アイコンを1列に表示する

 画面右下の をクリックする
アイコンがランチャーエリアに1列に表示されます。
表示されていないアイコンを見るには、 ← → キーなどで画面の表示領域を動かし
ます。

 1 
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6 dynabookを使おう

 ■ 項目、アイコンを選択する
キーボードのキーを使用して、設定項目やアプリケーションのアイコンを選択する方法は、次
のとおりです。

 ↑ ↓ ← → キーを押す
キーの方向に選択項目が移動します。項目やアイコンが画面に表示しきれない場合は、
画面がスクロールします。

 ENTER キーを押す
項目が確定します。アプリケーションのアイコンを選択していた場合は、アプリケー
ションが起動します。

 1 

 2 

 ■ アプリケーションを起動する
アプリケーションを起動する方法は、次のとおりです。ウィジェットの起動方法なども同様です。

 ［アプリケーション］タブをクリックする
ランチャーエリアにアプリケーションのアイコンが表示されます。

 起動したいアプリケーションのアイコンをクリックする
アプリケーションが起動します。

 1 

 2 

 

 ● マウスやタッチパッドを使用する場合は、目的のアイコンにカーソルをあて、クリックするだけで選択
できます。

 ■ アプリケーションのサブメニューを表示する
アプリケーションのサブメニューを表示する方法は、次のとおりです。
サブメニューが有効な場合のみ、操作できます。

 アプリケーション実行中に、 キーを押す
アプリケーションのサブメニューが表示されます。

 1 

 ■ アプリケーションを見えなくする
現在表示されているアプリケーションを見えなくする方法は、次のとおりです。

 キーを押す
アプリケーションの画面が消えます。

 1 
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 ■ 最近使ったファイルを開く
最近使ったファイルを開くには、次の2つの方法があります。

 ● キーを2秒間押し続ける
 ● キーを押す

6 dynabookを使おう

 ■ 前の画面に戻る
操作を行っていて、前の画面に戻りたくなった場合の手順は、次のとおりです。

 キーを押す
1つ前の画面に戻ります。 キーを押すたびに1つ前の画面に戻ります。目的の
画面に戻るまで、 キーを押します。

 1 

 ■ ウィジェットを消す
起動したウィジェットを画面から消したい場合の手順は、次のとおりです。

 消したいウィジェットの上で左ボタンを長押し、そのままゴミ箱にド
ラッグする
ウィジェットが画面から消えます。

 1 

 ■ その他の機能
デスクトップ上で右クリックするとランチャーエリアにアイコンが表示され、次の操作ができ
ます。

アイコン 機能

［追加］
デスクトップにショートカットやウィジェット、フォルダーを追加したり、
壁紙を変更したりできます。

［壁紙］ デスクトップの壁紙を変更できます。

［検索］ ファイルやアプリケーションの検索ができます。

［通知］ アプリケーションからの通知を確認できます。

［設定］ 本製品の設定画面が表示されます。＊1

＊1 本製品の設定画面は、ランチャーエリアの［設定］タブ→［設定］からも表示できます。

 

 ● アプリケーションによっては、画面からアプリケーションを見えなくするボタンが用意されているもの
もあります。
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6 dynabookを使おう

3 文字を入力するには
本製品で文字を入力するには、次の2つの方法があります。

 ● Androidキーボードを使用する
半角の英数字、記号のみを入力できます。 
日本語入力には対応していません。

 ● FSKARENを使用する
半角／全角の英数字、記号を入力できます。 
日本語入力にも対応しています。

 

 ● この操作は、［設定］タブ→［設定］→［言語とキーボード］で、「Androidキーボード」と「FSKAREN」
の両方を有効にしている場合のみ可能です。どちらか一方のみを有効にしている場合は、有効にしてい

る入力方法での入力になります。

ここでは、「TOSHIBA Memo Widget」の画面を例にして説明します。「TOSHIBA Memo 
Widget」を起動するには、［ウィジェット］タブ→［TOSHIBA Memo Widget］をクリック
してください。

 文字を入力するエリアにポインタを合わせ、タッチパッドの左ボタンを
長押しする

 1 

入力方法を指定する画面が表示されます。

 ■ 入力方法を選択する

 

 ● 購入時の状態では、FSKARENが有効となっています。
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 ［入力方法］をクリックする 2 

6 dynabookを使おう

 入力方法を選択する 3 

選択した入力方法での入力が可能になります。

 ■ Androidキーボードを使用する
Androidキーボードで入力する方法は次のとおりです。

 アプリケーション（ウィジェット）の画面で文字を入力するエリアをク
リックする

 1 
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6 dynabookを使おう

 文字を入力する
キーによっては長押しすると、入力候補が表示されるものがあります。
入力エリアに入力した文字が表示されます。

 2 

 

 ● この他の入力方法の詳細を設定したい場合は、［設定］タブ→［設定］→［言語とキーボード］→［Android
キーボード Android キーボードの設定］で設定できます。

 ■ FSKARENを使用する
 

 ● FSKARENでは、「ローマ字入力」が既定値になっています。「かな入力」に変更する場合は、 ALT +
キーを押すか、[設定]タブ→［設定］→［言語とキーボード］→［FSKAREN FSKARENの設定］

→［入力方式］で「かな入力」を選択してください。

 キーを押す 1 

入力する文字種を指定するためのボタンが表示されます。

 

 ● キーを再度押すと、直接入力モードになります。直接入力モードでは、半角の英数字、
記号のみを入力できます。



47

1
章

本
製
品
の
準
備

6 dynabookを使おう

 または 、 、 をクリックする 2 

 

 ● ALT + キーまたは、 CTRL + SPACE キーを押すことで、キー操作で入力する文字
種を切り替えることができます。ステータスバーエリア（画面右上）のアイコン（ など）
で確認してください。

 入力する文字種のボタンをクリックする 3 

入力する文字種を指定する画面が表示されます。
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各ボタンと入力できる文字種の関係は次のとおりです。

ボタン 入力できる文字種

記号を入力できます。

顔文字を入力できます。

定型文を入力できます。

ひらがなや漢字を入力できます。

全角のカタカナを入力できます。

半角のカタカナを入力できます。

全角のアルファベットを入力できます。

半角のアルファベットを入力できます。

文字種を指定する画面を閉じて、入力画面に戻ります。

（ノーマルモード）

パーソナルモードを指定できます。
パーソナルモードを指定することで、モードに合った
近似予測変換、連携予測変換の候補を表示すること
ができます。

（プライベートモード・男性）

（プライベートモード・女性）

（ビジネスモード）

入力画面に戻ります。

 文字を入力する 4 

1文字入力するたびに、変換の予測候補が画面下に表示されます。

 

 ● SPACE キーを押して、変換する文字を直接指定することもできます。
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 予測候補から目的の文字を選択する 5 

選択した文字が入力エリアに表示されます。
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6 dynabookを使おう

 

 ● その他の操作 
入力時に画面下に表示されるボタンをクリックすると、次の操作ができます。

ボタン 機能

Undo 確定した文字列の変換をやり直します。

改行します。

かな英数 入力中の文字を英数文字に変換します。

予測入力 変換の予測候補を表示します。

通常入力 入力中の文字をかな漢字文字に変換します。

文節変換 通常入力時のみ指定できます。文節ごとに分けて変換します。

文節縮小 文節変換時のみ指定できます。選択中の文節を1文字分縮小します。

文節拡大 文節変換時のみ指定できます。選択中の文節を1文字分拡大します。

 ● ショートカット 
文字を入力する画面では、次のショートカットキーが使用できます。

ショートカットキー 機能

CTRL ＋ 0 キー 入力中の文字を半角英数字に変換します。

CTRL ＋ 9 キー 入力中の文字を全角英数字に変換します。

CTRL ＋ 8 キー 入力中の文字を半角カタカナに変換します。

CTRL ＋ 7 キー 入力中の文字を全角カタカナに変換します。

CTRL ＋ 6 キー 入力中の文字を全角ひらがなに変換します。

CTRL ＋ 5 キー 入力中の文字を単漢字変換します。

CTRL ＋ 4 キー 定型文一覧を表示します。

CTRL ＋ 3 キー 顔文字一覧を表示します。

CTRL ＋ 2 キー 記号一覧を表示します。

CTRL ＋ M キー 機能メニューを表示します。

 ● このほかの入力方法の詳細を設定したい場合は、［設定］タブ→［設定］→［言語とキーボード］→
［FSKAREN FSKARENの設定］で設定できます。
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7 画面で見るマニュアル

本製品が起動しているときに、《オンラインマニュアル》を画面上で見ることができます。
《オンラインマニュアル》には、本製品の使用方法についての説明がより多く記載されています。
次のように操作すると、「Documents To GoのPDF To Go Lite」が起動し、《オンライン
マニュアル》が表示されます。
初めて「Documents To GoのPDF To Go Lite」を起動したときは、［使用許諾契約書］画
面が表示されます。契約内容をお読みのうえ、［承諾］ボタンをクリックしてください。［承諾］
ボタンをクリックしないと、「Documents To GoのPDF To Go Lite」をご使用になれません。
また、《オンラインマニュアル》を見ることはできません。

 ■ 起動方法

 デスクトップ上の《オンラインマニュアル》のアイコン（ ）をクリッ
クする
《オンラインマニュアル》が起動します。

 1 

 

 ● デスクトップ上に《オンラインマニュアル》のアイコン（ ）がない場合は、［ウィジェット］タブ
→［Online Manual］をクリックしてください。
 ●『dynabookガイド』の内容も、本製品の画面上で見ることができます。東芝PC総合情報サイト

「dynabook.com（http://dynabook.com/pc/）」からダウンロードしてください。





2章

インターネットを快適に利用するために
インターネットを使うための準備と、より安全にインターネットを利
用する方法について説明します。

 1 インターネットを使うには . . . . . . . . . . . . . . . . . 54
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1 インターネットを使うには

本製品では無線LANルーターまたは無線LANアクセスポイントを経由してインターネットに
接続します。インターネットに接続しホームページの閲覧をするには設定が必要です。

1 使用するまでの流れ

プロバイダーに加入する
プロバイダーとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料
金やサービス内容が異なります。使用できるまでに数日かかる場合があります。

インターネットに接続する
無線LANルーターまたは無線LANアクセスポイントに必要な設定を行います。

ブラウザソフトを用意する
Android標準のブラウザおよびOpera Mobileでホームページの閲覧ができます。

メールソフトを用意する
メールを使用するには、メールソフトでの設定が必要です。
Android標準のメールソフトが使用できます。
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1 インターネットを使うには

2 インターネットへの接続方法

 プロバイダーから送られてきた機器や説明書をそろえる

 手順 1  で用意した機器を無線LANルーターまたは無線LANアクセス
ポイントに接続し、必要な設定を行う

 1 

 2 

 本製品を無線LANルーターまたは無線LANアクセスポイントに接続
する

参照  接続方法の詳細《オンラインマニュアル》

 3 

3 インターネットをより安全に楽しむために
インターネットを利用すると、本製品の画面上でいろいろな情報を見ることができ、大変便利
です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手できるとは限りません。また、情報を
入手するだけでなく、知らない間にこちらの情報を引き出されてしまうこともあります。
「よくない情報」の代表的なものは、「コンピューターウイルス」です。また、特に気をつけた
いものは、インターネットを通じて、こちらの情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧
履歴など）を第三者に流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーザーに悪影響を与えるおそ
れのある「有害サイト」です。

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト閲覧制限ソフトを上手に使って、
快適にインターネットを楽しみましょう。
本製品にはウイルス対策ソフトは搭載されていません。別途ご用意ください。

 

 ● 接続に必要な機器や設定方法は、ご加入のプロバイダーによって異なります。プロバイダー
との契約時に送られてきた説明書にしたがって操作してください。





3章

周辺機器を使って機能を広げよう
本製品でできることをさらに広げたい。
そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましょう。
この章では、接続できる周辺機器についてとバッテリーの取り扱い方
法について説明しています。

 1 周辺機器を使う前に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58

 2 バッテリーについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
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1 周辺機器を使う前に

周辺機器とは、本製品に接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使うと、
本製品の性能を高めたり、本製品が持っていない機能を追加することができます。
周辺機器には、本製品のカバーを開けて、本製品の中に取り付ける内蔵方式のものと、本製品
の周囲にあるコネクタや端子、スロットにつなぐ外付け方式のものがあります。

 ■内蔵方式のもの
 ● バッテリー

 ■外付け方式のもの
本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。
周辺機器によっては、インターフェースなどの規格が異なることがあります。インターフェー
スとは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、スロットの形状などの規格のこと
です。
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。
周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく
ださい。

 ● あらかじめ、「付録 1 - 3  周辺機器について」を確認してください。

周辺機器の取り付け／取りはずしにあたってお願い

本製品で使用できるおもな周辺機器は、次のとおりです。

 ● バッテリー

参照  「本章 2 」

ほかにも、次の周辺機器が使用できます。

 ● テレビ ● 外部ディスプレイ
 ● ヘッドセット ● ヘッドホン
 ● USB対応機器（USB対応マウス、USB対応キーボード、USBハブ、USBフラッシュメモリ、
USB接続型ハードディスク）

参照  《オンラインマニュアル》

 

 ● マウスのホイール、キーボードの PGUP キー、 PGDN キーは、アプリケーションによって使用でき
ない場合があります。
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 ● あらかじめ、「付録 1 - 4  バッテリーについて」を確認してください。

バッテリーを使用するにあたってお願い

本製品は、バッテリーパックを取り付けた状態で使用してください。
バッテリーを充電して、バッテリー駆動（ACアダプターを接続しない状態）で使うことがで
きます。
本製品を初めて使用するときは、バッテリーパックを充電してから使用してください。
バッテリー駆動で使う場合は、あらかじめACアダプターを接続してバッテリーパックの充電
を完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテリーパックを取り付けてください。
指定する方法・環境以外でバッテリーパックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど
の可能性があり、人身事故につながりかねない場合がありますので、十分ご注意をお願いします。
『安心してお使いいただくために』に、バッテリーパックを使用するときの重要事項が記述され
ています。バッテリー駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って
ください。

危 険
 ● バッテリーパックは、本製品に付属の製品を使用する
寿命などで交換する場合は、保守サービスに連絡してください。指定以外の製品は、電圧
や端子の極性が異なっていることがあるため発熱、発火、破裂のおそれがあります。

2 バッテリーについて

1 バッテリー充電量を確認する
バッテリー駆動で使う場合、バッテリーの充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッ
テリーの充電量を確認しておく必要があります。
バッテリー充電量はシステムインジケータで確認できます。
また、本製品起動中は、ステータスバーエリアのバッテリーアイコンでも確認できます。

参照  バッテリーアイコンについて《オンラインマニュアル》

ここでは、システムインジケータでの確認のしかたを説明します。
ACアダプターを使用している場合、Battery LEDが点灯します。
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2 バッテリーについて

Battery LEDは次の状態を示しています。

白色 充電完了

オレンジ色 充電中

オレンジ色の点滅 充電が必要

参照  バッテリーの充電について《オンラインマニュアル》

消灯 ・バッテリーが接続されていない
・ACアダプターが接続されていない
上記のいずれにも当てはまらない場合は、バッテリー異常の可能性があ
ります。東芝PCあんしんサポートに連絡してください。

2 バッテリーパックを交換する
バッテリーパックの交換方法を説明します。
バッテリーパックの取り付け／取りはずしのときには、「サスペンド」にするのではなく、必ず
電源を切り、電源コードのプラグを抜いてから作業を行ってください。

 

 ● キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上に本製品を置いて作業を行ってください。

1 取りはずし／取り付け 

 データを保存し、ホーム画面に戻って電源を切る

参照  電源の切りかた「1章 5 - 2  電源を切る」

 本製品からACアダプターと周辺機器のケーブル類をはずす

 ディスプレイを閉じて本製品を裏返す

 バッテリー安全ロックを、「カチッ」と音がするまで矢印の方向にスラ
イドする

 1 

 2 

 3 

 4 

前

バッテリー安全ロック
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2 バッテリーについて

 バッテリー・リリースラッチをスライドしながら①、バッテリーパック
を取りはずす②

 5 

バッテリー・
リリースラッチ

①

②

 交換するバッテリーパックを、「カチッ」と音がするまで静かに差し込む
新しいあるいは充電したバッテリーパックを図のように差し込みます。
バッテリー・リリースラッチが自動的にスライドして、「カチッ」という音がするま
で注意して差し込んでください。

 6 

 バッテリー安全ロックを、「カチッ」と音がするまで矢印の方向にスラ
イドする
バッテリーパックがはずれないように、バッテリー安全ロックは必ず行ってください。

 7 

バッテリー安全ロック





4章

買ったときの状態に戻すには 
 －初期化－
この章では、本製品の動作がおかしくなり、いろいろなトラブル解消
方法では解決できないときに行う「初期化」について説明しています。
初期化を行うことでプラットフォームやアプリケーションを購入時の
状態に復元できます。作成したデータなどが消去されますので、よく
読んでから行ってください。

 1 バックアップをとる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64

 2 初期化とは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65

 3 初期化をする  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

 4 初期化をしたあとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72
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1 バックアップをとる

保存したファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、トラブルなどによってファイル
が使えなくなってしまうことがあります。
このような場合に備えて、あらかじめファイルをSDメモリカードやUSBフラッシュメモリな
ど、本製品の内蔵フラッシュメモリ以外の記録メディアにコピーしておくことをバックアップ
といいます。

データ

大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。
バックアップについての詳しい説明や操作方法については、《オンラインマニュアル》を参照し
てください。

 ● あらかじめ、「付録 1 - 6  バックアップについて」を参照してください。

バックアップをとるにあたってお願い
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2 初期化とは

初期化とは、お客様が購入後にインストールしたアプリケーションや現在の設定などをすべて
削除し、もう1度ご購入時の状態に復元する作業です。初期化の方法によっては、購入後にお
客様が作成したデータも削除されます。

一度初期化を始めると、途中で中止したり、本製品の電源を切ることができません。
時間の余裕をもって行ってください。

次のような場合で、どうしても改善する方法がないときに初期化をしてください。

 ● 本製品の動作が非常に遅くなった
 ● 周辺機器が使えなくなった
 ● コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない＊1

 ● 本製品の調子がおかしく、いろいろ試したが解消できない
 ● 東芝PC あんしんサポートに相談した結果、「初期化が必要」と診断された

＊1 ウイルスチェックソフトが正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックができない場
合があります。

 

 ● 初期化は、誰でも実行できます。誤ってほかの人に初期化を実行されないよう、画面ロックを設定して
おくことをおすすめします。

参照  画面ロック《オンラインマニュアル》
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2 初期化とは

1 初期化をする前に確認すること
本製品の動作がおかしいと感じたとき、次の方法を実行してみてください。初期化をしなくても、
状態が改善される場合があります。次の方法をすべて試してみても状態が改善されない場合に、
初期化を実行してください。

 ■ 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する
USB対応機器など、購入後に追加で増設した機器が障害の原因となっている場合があります。
それらを取りはずしてから、再度起動して、動作を確認してみてください。また、電源関連の
トラブルの場合は、バッテリーをいったん取りはずし、再度取り付けてから起動し直してみて
ください。

参照  機器の取りはずし 「3章 周辺機器を使って機能を広げよう」

 《オンラインマニュアル》

 ■ ほかのトラブル解消方法を探す
本製品の調子がおかしいと思ったときは、「5章 1  トラブルを解消するまでの流れ」、「5章 
2  Q&A集」を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。
それでも解消できないときに、初期化をしてください。
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2 初期化とは

2 初期化の流れ
初期化をする場合は、次のような流れで作業を行ってください。

初期化（画面の指示に従い、Androidのセットアップまで行います）

バックアップをとる 参照  「本章 1  バックアップをとる」
《オンラインマニュアル》

初期化 参照  「本章 3  初期化をする」

Androidのセットアップ 参照  「1章 4 - 1 - 4  
Androidのセットアップ」

初期化したあと、必要に応じて行ってください。

周辺機器の接続

参照  『3章 周辺機器を使って機能を
広げよう』、 
《オンラインマニュアル》、 
各機器の説明書

インターネットやメールの設定を 
確認する

参照  「2章 1  インターネットを
使うには」、 
《オンラインマニュアル》

プラットフォームおよび 
アプリケーションのアップデート

参照  《オンラインマニュアル》

データの復元 参照  「本章 4 - 1  バックアップ
しておいたデータを復元する」
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2 初期化とは

3 初期化をはじめる前にしておくこと
初期化をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。

 ■ 準備するもの
 ●『dynabookガイド』（本書）
 ● 巻末の初期化チェックシートをコピーしたもの

 ■ バックアップをとる
初期化をすると、購入後にインストールしたアプリケーションなどは削除されて、各種設定が
購入時の状態に戻ります。また、初期化の方法によっては、購入後に作成したデータもすべて
消失します。初期化を行う前に必ずバックアップをとってください。
本製品では、アプリケーション領域内に保存されているお客様のデータを［内蔵ストレージ］フォ
ルダーにzipファイルとして退避することができます。

バックアップを実行した年月日時刻をファイル名にしてzipファイルが1つ作られます。
このzipファイルには、次のデータが含まれています。

 ● システムやアプリケーションのデータや設定
 ● お客様がダウンロードなどして、本製品の購入後に追加したアプリケーション　など

zipファイル作成後、このzipファイルを含めて［内蔵ストレージ］フォルダー内にあるすべて
のファイルを、外部記録メディア（SDメモリカード、USBフラッシュメモリ、USB接続型ハー
ドディスクなど）にコピーしてください。

また、初期化したあとも現在と同じ設定で本製品を使いたい場合は、現在の設定を控えておい
てください。

参照  バックアップについて《オンラインマニュアル》

 ■ 周辺機器をすべて取りはずす
マウスやUSB対応機器など、購入後に追加で増設した機器をすべて取りはずしてください。こ
のとき、本製品の電源を切ってから行ってください。

参照  機器の取りはずし 「3章 周辺機器を使って機能を広げよう」

 《オンラインマニュアル》

 

 ● アプリケーション領域内に保存されているデータをお客様がファイルとして確認することはできませ

ん。必ずこの方法でバックアップしてください。



69

4
章

買
っ
た
と
き
の
状
態
に
戻
す
に
は 

ー
初
期
化
ー

3 初期化をする

本製品に設定されている内容や購入後に追加したアプリケーションを削除し、購入時の状態に
戻す方法について説明します。
本製品の初期化は、誰でも実行できます。

1 いくつかある初期化方法
初期化にはいくつかの方法があります。
あらかじめ、初期化方法を決めておくとスムーズに操作できます。

��［設定］タブ→［設定］→［プライバシー］から［データの初期化］を実行する
［データの初期化］画面で、次の初期化方法を選択することができます。

 ●［すべて消去］を選択する
アプリケーション領域を初期化し、購入時の状態に戻ります。 
ただし、購入後に［内蔵ストレージ］フォルダー（データ領域）に作成したデータは保持さ
れます。

 ●［すべて消去（内蔵ストレージ内のすべてのユーザデータを含みます）］を選択する
アプリケーション領域とデータ領域を初期化し、購入時の状態に戻ります。 
購入後に［内蔵ストレージ］フォルダー（データ領域）に作成したデータは、消去されます。

�� キーを押しながら電源スイッチを押して実行する
アプリケーション領域を初期化し、購入時の状態に戻ります。
ただし、購入後に［内蔵ストレージ］フォルダー（データ領域）に作成したデータは保持されます。

 

 ● 初期化は、内蔵フラッシュメモリからのみ行えます。上記の方法で初期化が行えなかった場合は、内蔵
フラッシュメモリ内の初期化ツールが壊れている可能性があります。この場合は、東芝PCあんしんサ
ポートへお問い合わせください。

参照  『サポートガイド』

 ● どの初期化方法を選択しても、プラットフォーム領域は、消去／変更されません。
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3 初期化をする

2 ［データの初期化］を実行する

 ［設定］タブ→［設定］→［プライバシー］→［データの初期化］をクリック
する
［データの初期化］画面が表示されます。

 1 

 ［すべて消去］または［すべて消去（内蔵ストレージ内のすべてのユー
ザデータを含みます）］をクリックする
本製品の内蔵フラッシュメモリ内では、次のようにデータが保存されています。

 データ領域
（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

本装置に標準搭載のプラットフォーム、アプリケーションが保存されている
初期化を行っても、この領域は消去／変更されません

ユーザーが作成またはコピーしたデータが保存されている

本製品購入後にユーザーがインストールしたアプリケーションや各種設定が
保存されている

［すべて消去］と［すべて消去（内蔵ストレージ内のすべてのユーザデータを含みます）］
の意味と動作は、次のとおりです。目的に合わせて選択してください。

 ●［すべて消去］
・ アプリケーション領域のみが消去される。

 購入後にインストールしたアプリケーションと
各種設定のみが消去されます。データ領域

（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

データ領域
（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

 ●［すべて消去（内蔵ストレージ内のすべてのユーザデータを含みます）］
・ アプリケーション領域が消去される。
・ データ領域（購入後にユーザーが作成したデータや他の機器（パソコン、デジタ
ルカメラ、インターネットのサイトなど）から本製品にコピー、ダウンロードし
たデータが保存されている）が消去される。

 購入時の状態に戻ります。データ領域
（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

データ領域
（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

 2 
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3 初期化をする

初期化が実行されます。初期化実行中を示す画面が表示されますが、Androidのセッ
トアップ画面が表示されるまで、お待ちください。
また、この間は絶対に電源を切らないでください。

 Androidのセットアップを行う

参照  「1章 4 - 1 - 4  Androidのセットアップ」

周辺機器の接続や、購入後に追加したアプリケーションのインストールなどは、Androidのセッ
トアップ後に行ってください。

参照  周辺機器の接続「3章 周辺機器を使って機能を広げよう」、《オンラインマニュアル》

 3 

3 キーを押しながら電源スイッチを押して実行する

 本装置の電源を切る

 ACアダプターと電源コードを接続する

 キーボードの キーを押しながら電源スイッチを1回押す
キーは画面にメッセージが表示されるまで押し続けてください。

 キーボードの 1 キーを押す
次の処理が実行されます。
・ アプリケーション領域のみが消去される。

購入後にインストールしたアプリケーションと
各種設定のみが消去されます。データ領域

（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

データ領域
（内蔵ストレージ）

アプリケーション
領域

プラットフォーム
領域

初期化が実行されます。初期化実行中を示す画面が表示されますが、Androidのセッ
トアップ画面が表示されるまで、お待ちください。
また、この間は絶対に電源を切らないでください。

 Androidのセットアップを行う

参照  「1章 4 - 1 - 4  Androidのセットアップ」

周辺機器の接続や、購入後に追加したアプリケーションのインストールなどは、Androidのセッ
トアップ後に行ってください。

参照  周辺機器の接続「3章 周辺機器を使って機能を広げよう」、《オンラインマニュアル》

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 
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4 初期化をしたあとは

初期化をしたあとは必要に応じて、バックアップしておいたデータを復元します。

参照  詳細について「本章 2 - 2  初期化の流れ」

1    バックアップしておいたデータを復元する
バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、［設定とアプリケーションの保存］で作
成したzipファイルも含め、外部記録メディアに退避しておいたすべてのファイルを「TOSHIBA 
File Manager」で［内蔵ストレージ］フォルダー内にコピーしてください。その後、［設定と
アプリケーションの保存］で作成したzipファイルを復元ください。

参照  詳細について《オンラインマニュアル》



5章

困ったときは
本製品の操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明して
います。トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、
解消方法を探してみてください。
また、本製品を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲しいこと
を説明しています。

 1 トラブルを解消するまでの流れ . . . . . . . . . . . . . . 74

 2 Q&A集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79

 3 捨てるとき／人に譲るとき . . . . . . . . . . . . . . . . . 89

 4 お問い合わせ先 
－プラットフォーム／アプリケーション－ . . . . . . . . 91
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1 トラブルを解消するまでの流れ

本製品に起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましょう。

1 トラブルの原因をつき止めよう
本製品に起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。そのために、
本製品の構造をある程度知っておくことが必要です。
ここでは、本製品の構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹介
します。

 ■本製品を構成する3つの部分

 ● アプリケーションソフトウェアとは
メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です。文書作成ソフトや
表計算ソフト、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフトウェアの代表的なもので
す。それぞれ製造元が異なります。

 ● プラットフォームとは
本製品を動かすための基本的な環境を指します。本製品のプラットフォームはAndroid 2.1
です。

 ● ハードウェアとは
バッテリーやACアダプターはもちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、内蔵フラッシュ
メモリ、CPUなど、本製品の本体を指します。

本製品はこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわから
ない場合も多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることが解決への早道です。
トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト
ウェア→プラットフォーム→本製品の本体の順にチェックします。
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STEP1 アプリケーションソフトウェアに原因がある場合

トラブル

例1 ： メールやインターネットがつながら
ない

アクセスポイントやメールサーバー、ID、
パスワードなどの設定を確認します。これ
らの設定は契約プロバイダーごとに異なり
ます。契約プロバイダーから指定された設
定データが正しく本製品の設定に反映され
ているかを確認してください。

解消法

例1 ： プロバイダーへのお問い合わせにつ
いて

お客様ご契約のプロバイダーの窓口へお問
い合わせください。

例2 ： アプリケーションの使いかたがわか
らない

各アプリケーションのヘルプなどで使いか
たを確認します。

例2 ： アプリケーションの使いかたについ
て

各アプリケーションのヘルプで操作方法を
確認したり、各アプリケーションのサポー
ト窓口へお問い合わせください。

参照  アプリケーションのお問い合わせ先

「本章 4  お問い合わせ先」

1 トラブルを解消するまでの流れ
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1 トラブルを解消するまでの流れ

STEP2 プラットフォームに原因がある場合

トラブル

例3 ： 正常に画面が表示されない、音が出
ない、設定が合っているのにインター
ネットにつながらない

解消法

例3 ： 動作に影響を与えているアプリケー
ションや周辺機器を調べる

周辺機器やソフトをインストールしたあと
に起こることが多いものです。その前に行っ
た作業を一度元に戻すことでトラブルが解
消される場合が少なくありません。
周辺機器を取りはずしたり、電源を入れ直
すことで調べることができます。

例3 ： 初期化をする

各種設定や購入後に追加したアプリケー
ションが壊れている可能性があります。
初期化を行うことにより、これらを削除す
ることができます。

それでもトラブルが解消しない場合には、
東芝PCあんしんサポートへお問い合わせく
ださい。

参照  『サポートガイド』
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1 トラブルを解消するまでの流れ

STEP3 本製品の本体に原因がある場合

トラブル

例4 ： 初期化しても機器が動かない

解消法

例4 ： 問い合わせる

東芝PCあんしんサポートへお問い合わせく
ださい。

参照  『サポートガイド』

周辺機器が動作しない場合は、各周辺機器
のサポート窓口へお問い合わせください。

例5 ： Power LEDが点灯せず、本製品
がまったく動作しない

トラブルが解消しない、あるいはまったく
本製品が動作しない場合は、本製品の本体
が故障している可能性があります。
本製品の操作について、困ったときや修理
のご依頼は東芝PCあんしんサポートへお問
い合わせください。

参照  『サポートガイド』
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1 トラブルを解消するまでの流れ

2 トラブル対処法
トラブルが発生したときの解決手順を紹介します。

STEP1 本書を読む

本書では、トラブルの解決方法をQ&A形式で説明しています。

参照  「本章 2  Q&A集」

STEP2 「オンラインマニュアル」を読む

本製品には『dynabookガイド』（本書）と「オンラインマニュアル」があります。 
「オンラインマニュアル」も読んでください。
「オンラインマニュアル」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上の《オ
ンラインマニュアル》のアイコン（ ）をクリックすると起動できます。

STEP3 サポートのサイトで調べる

本製品独自のサポートサイト「サポート情報」Webページへ接続すると、各種サ
ポート情報から解決方法を探すことができます。

http://dynabook.com/assistpc/mid/index_j.htm

本製品の「サポート情報」Webページでは、よくあるご質問（FAQ）や問い合わ
せ先、修理のご依頼など、本製品のご使用にあたってのサービス・サポート情報
をご提供しています。
＊ あらかじめインターネットへの接続設定を行ってください。

参照  詳細について『サポートガイド』

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。
本製品に用意されているアプリケーションのお問い合わせ先は「本章 4  お問い合わせ先」で
確認してください。
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ここに掲載しているQ&A集のほかに、「オンラインマニュアル」にもQ&A集があります。

2 Q&A集

1 電源を入れるとき／切るとき ..................................................................... 81

Q 電源スイッチを押して指をはなしても、Power LEDが点灯しない ......................81

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまう 
電源が入らない ..............................................................................................................81

Q 電源を入れたが、本製品が起動しない .......................................................................82

Q 使用中に前触れもなく、突然電源が切れることがある ............................................82

Q しばらく操作しないとき、電源が切れる....................................................................82

2 画面／表示 .............................................................................................. 83

Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった ............................................................83

Q テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 
本製品をサスペンドから復帰したとき、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない ................................................................83

Q 画面が薄暗く、よく見えない .......................................................................................83

3 プラットフォーム／内蔵フラッシュメモリ .................................................. 84

Q 本製品が応答しなくなった ...........................................................................................84

Q 電源を入れ直しても、トラブルが解消しない ............................................................84

4 キーボード .............................................................................................. 85

Q キーを押しても反応がない ...........................................................................................85

Q キーボードから文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう .....................85

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった....................................................................85

5 タッチパッド／マウス .............................................................................. 85

Q クリックしても反応がない ...........................................................................................85

Q レーザーマウスの反応がおかしい ...............................................................................86

Q 光学式マウスの反応がおかしい ...................................................................................86

6 メッセージ .............................................................................................. 87

Q その他のメッセージが表示された ...............................................................................87
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2 Q&A集

役立つ操作集

「オンラインマニュアル」の「Q&A集」を見てみよう

本書のQ&A集を見ても知りたいことが見つからない場合は、本製品で「オンラインマニュアル」の
「Q&A集」を見てみましょう。
インターネットに接続しなくても閲覧できるため、操作も簡単です。

① デスクトップ上の《オンラインマニュアル》のアイコン（ ）をクリックする
「オンラインマニュアル」が起動します。

もくじで「Q&A集」のページを確認し、移動してください。

7 その他 ..................................................................................................... 87

Q 初期化できなくなったときは .......................................................................................87

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ ...................................................................................87

Q このQ&A集を読んでも解決できない .........................................................................88

Q 操作できない原因がどうしてもわからない ................................................................88
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2 Q&A集

1 電源を入れるとき／切るとき

Q 電源スイッチを押して指をはなしても、Power LEDが点灯しない
 電源スイッチを押す時間が短いと電源が入らないことがあります。
確実に電源スイッチを押してください。Power LEDが点灯することを確認してください。

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまう
電源が入らない

 バッテリーの充電量が少ない可能性があります。
次のいずれかの対処を行ってください。

 ● 本製品用のACアダプターを接続して、電源を供給する 
（他製品用のACアダプターは使用できません）
 ● 充電済みのバッテリーパックを取り付ける

参照  バッテリーの充電について《オンラインマニュアル》

 本製品内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、本製品が自動的に停
止します。
本製品が熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、本製品の内部温度
が下がるのを待ってください。

 本製品からいったん、電源コードとACアダプター、バッテリーパックをすべ
て取りはずしてください。
① 電源コードとACアダプターを取りはずす 
本製品に接続している周辺機器も取りはずしてください。

② バッテリーパックを取りはずす 
電源コードとACアダプター、バッテリーパックを取りはずすと、電源が入らない
状態になります。そのままの状態で、しばらく放置してください。

③ バッテリーパックを取り付ける
④ 電源コードとACアダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む
⑤ 電源スイッチを押し、指をはなす 
確実に電源スイッチを押してください。Power LEDが点灯することを確認してく
ださい。

参照  電源コードとACアダプターの接続

「1章 4 - 1 - 2  電源コードとACアダプターを接続する」

参照  バッテリーパックの取り付け／取りはずしについて

「3章 2 - 2  バッテリーパックを交換する」

以上の手順でも解決できない場合は、東芝PCあんしんサポートに連絡してください。
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2 Q&A集

Q 電源を入れたが、本製品が起動しない
 各種設定が壊れている可能性があります。以下の方法で初期化を実行してくだ
さい。ただし、この方法で初期化を行うと、本製品を購入後にインストールし
たアプリケーションや各種設定はすべて消失します。

① キーボードの キーを押しながら、電源スイッチを1回押す
キーは、画面にメッセージが表示されるまで押し続けてください。

初期化を行うと各種設定が購入時の状態に戻ります。セットアップからやり直してく
ださい。初期化をしても本製品が起動しない場合は、東芝PCあんしんサポートへお問
い合わせください。

参照  『サポートガイド』

Q 使用中に前触れもなく、突然電源が切れることがある
 本製品内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、本製品が自動的に停
止します。
本製品が熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、本製品の内部温度
が下がるのを待ってください。
それでも電源が切れる場合は、東芝PCあんしんサポートに連絡してください。

 バッテリー駆動で使用している場合、バッテリーの充電量がなくなった可能性
があります。
次のいずれかの対処を行ってください。

 ● 本製品用のACアダプターを接続して、電源を供給する 
（他製品用のACアダプターは使用できません）
 ● 充電済みのバッテリーパックを取り付ける

参照  バッテリーの充電について《オンラインマニュアル》

Q しばらく操作しないとき、電源が切れる
 Power LEDが白色に点灯している場合、省電力機能が働いた可能性がありま
す。
しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えな
くなる場合があります。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。
実際には電源が入っていますので、電源スイッチを押さないでください。
SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックすると表示が復帰します。
テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後
かかることがあります。
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2 Q&A集

2 画面／表示

Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった
 省電力機能が働いた可能性があります。
しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えな
くなる場合があります。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。
実際には電源が入っていますので、電源スイッチを押さないでください。
SHIFT キーを押すか、タッチパッドをクリックすると表示が復帰します。
テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後
かかることがあります。

 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。
キーを押して、表示装置を本体液晶ディスプレイに切り替えてください。

参照  詳細について《オンラインマニュアル》

Q
 テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、
本製品をサスペンドから復帰したとき、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない

 テレビまたは外部ディスプレイに、画面表示が切り替わっている可能性があり
ます。
テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。本製品の画面が表
示されていた場合は、《オンラインマニュアル》を参照して、本体液晶ディスプレイに
表示を切り替えてください。

Q 画面が薄暗く、よく見えない
 キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくしてください＊1。

キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。
＊１ この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。
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2 Q&A集

3 プラットフォーム／内蔵フラッシュメモリ

Q 本製品が応答しなくなった
 いったん電源を切り、本製品を起動しなおしてください。

 本製品の起動時に問題が起きた場合は、以下の手順を実行し、強制終了してく
ださい。
本製品が操作できなくなったとき以外は行わないでください。強制終了を行うと、サ
スペンドは無効になります。また、保存されていないデータは消失します。強制終了
したあと、電源を入れ直してください。

① 電源ボタンを6秒以上押す 
本製品が強制終了されます。

 以上の手順でも解決できない場合は、「本項 - Q 電源を入れ直しても、トラブ
ルが解消しない」を確認してください。

Q 電源を入れ直しても、トラブルが解消しない
 プラットフォームのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合は、
初期化を実行し、いったん購入時の状態に戻してください。その後アップデー
トを実行してください。

 アプリケーションをインストールしてから、この問題が発生するようになった
場合は、インストールしたアプリケーションがプラットフォームに影響してい
る可能性があります。
アプリケーションをアンインストールしてください。

参照  アンインストール『アプリケーションに付属の説明書』

 周辺機器を接続してから、この問題が発生するようになった場合は、接続した
周辺機器がプラットフォームに影響している可能性があります。
周辺機器を取りはずしてください。

参照  周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』
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2 Q&A集

4 キーボード

Q キーを押しても反応がない
 プラットフォームが処理中の可能性があります。
プラットフォームが処理をしている状態のため、キーボードやタッチパッドなどの操
作を受け付けないときがあります。プラットフォームの処理が終わるまで待ってから
操作してください。

Q キーボードから文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう
 文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんで
しまうことがあります。
次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。

① キーを押す
タッチパッドが無効になります。タッチパッドを有効にするにはもう一度 キー
を押します。

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった
 飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消
失などのおそれがあります。
もし、液体が本製品内部に入ったときは、ただちに電源を切り、ACアダプターとバッ
テリーパックを取りはずして、東芝PCあんしんサポートにご相談ください。

5 タッチパッド／マウス
＊マウスは、モデルによって別売りです。

Q クリックしても反応がない
 プラットフォームが処理中の可能性があります。
プラットフォームが処理をしている状態のため、タッチパッド、マウス、キーボード
などの操作を受け付けないときがあります。プラットフォームの処理が終わるまで待っ
てから操作してください。

 マウスが正しく接続されていない可能性があります。
マウスと本製品が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マウスの
プラグを正しく接続してください。
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2 Q&A集

 タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて
いる可能性があります。
次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。

① キーを押す
タッチパッドが有効になります。タッチパッドを無効にするにはもう一度 キー
を押します。

Q レーザーマウスの反応がおかしい
 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。
反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ポインターがうまく動きま
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。

 ● 光沢のある表面（ガラス、鏡など）

 平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。
マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り
除いてください。

Q 光学式マウスの反応がおかしい
 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。
反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ポインターがうまく動きま
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。

 ● 光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど）
 ● 画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど）
 ● 画像パターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど）

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上
で使用してください。
光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。
光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し
ない場合があります。

 平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。
マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り
除いてください。
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2 Q&A集

6 メッセージ

Q その他のメッセージが表示された
 使用しているプラットフォームやアプリケーションの説明書を確認してくださ
い。

7 その他

Q 初期化できなくなったときは
 内蔵フラッシュメモリに搭載されている初期化ツールのデータが破損している
可能性があります。
東芝PCあんしんサポートに相談してください。

参照  修理のお問い合わせについて『サポートガイド』

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！
 本製品、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントから抜いて
ください。安全を確認してバッテリーパックを本製品から取りはずしてから東
芝PCあんしんサポートに相談してください。
なお、連絡の際には次のことを伝えてください。

 ● 使用している機器の名称
 ● 購入年月日
 ● 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してください）

参照  修理のお問い合わせについて『サポートガイド』
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2 Q&A集

Q このQ&A集を読んでも解決できない
 このほかにもいろいろな解決方法があります。

1 「オンラインマニュアル」を見る

「オンラインマニュアル」が見られる場合は、確認してみてください。

2 「サポート情報」Webページの「よくあるご質問（FAQ）」を調べる

インターネットに接続できるときは、「サポート情報」Webページでサポート情報
を見てください。お問い合わせの多い質問やホットなQ&Aが掲載されています。

参照  『サポートガイド』

3 東芝PCあんしんサポートに電話する

本製品の本体のトラブルは、東芝PCあんしんサポートでお答えします。『サポート
ガイド』で必要事項を確認のうえ、東芝PCあんしんサポートに連絡してください。

参照  『サポートガイド』

Q 操作できない原因がどうしてもわからない
 本製品の本体のトラブルの場合は、『サポートガイド』で必要事項を確認のうえ、
東芝PCあんしんサポートに連絡してください。

 アプリケーションのトラブルの場合は、各アプリケーションのサポート窓口に
お問い合わせください。
参照  アプリケーションのお問い合わせ先「本章 4  お問い合わせ先」

 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサポート窓口にお問い合わせくだ
さい。
参照  周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』
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3 捨てるとき／人に譲るとき

1 お客様登録の削除について
 ● ホームページから削除する
東芝ID（TID）をお持ちの場合はこちらからお願いします。

① インターネットで「http://room1048.jp」へ接続する
② ［ログイン］ボタンをクリックする 
［セキュリティの警告］画面が表示された場合は、内容を確認し、［OK］ボタンをクリッ
クしてください。

③ ［東芝ID（TID）］と［パスワード］に入力し、［ログイン］ボタンをクリックする 
お客様専用ページにログインします。

④ ページ右上の［登録情報変更］をクリックする 
［登録情報変更メニュー］画面が表示されます。

⑤ ［退会］をクリックし、登録を削除する

※ 退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、「登録情報変更メニュー」で商品削除を行っ
てください。

※ TIDを退会されますと、「Shop1048」でのTID会員メニュー、およびポイントサービス
などもご利用いただけなくなりますので、あらかじめご了承ください。

 ● 電話で削除する
「東芝ID事務局（お客様情報変更）」までご連絡ください。

 ● 東芝ID事務局（お客様情報変更） 
TEL ： 0570-09-1048（ナビダイヤル） 
受付時間 ： 10:00～17:00（土・日、祝日、東芝特別休日を除く）

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ
窓口です。
技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『サポートガイド』を確認してください。

またリサイクルに関しては、『サポートガイド』を参照してください。

 法人のお客様の場合

 ● 法人のお客様の場合は、ログインで表示される画面が異なります。 
登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことができます
が、商品の削除ができませんので、その場合は東芝ID事務局までお電話でご連絡くださいますようお
願いいたします。

 詳しくは、次のホームページを参照してください。
 URL：https://room1048.jp/onetoone/info/business.htm
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3 捨てるとき／人に譲るとき

2 本製品を購入時の状態に戻す 
廃棄／譲渡する前に、本製品を購入時の状態に戻したい場合は、［設定］タブ→［設定］→［プ
ライバシー］→［データの初期化］で［すべて消去（内蔵ストレージ内のすべてのユーザデー
タを含みます）］をクリックして、初期化を実行してください。

参照  詳細について「4章 3 - 2  ［データの初期化］を実行する」
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4 お問い合わせ先 
－プラットフォーム／アプリケーション－

本製品に用意されているプラットフォーム、アプリケーションのお問い合わせ先を紹介してい
ます。
各アプリケーションを使っていて困ったときは、こちらに連絡してください。

＊ 2010年7月現在の内容です。 
各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。

1 プラットフォームのお問い合わせ先
Androidについてのサポート情報は、下記のホームページをご覧ください。

http://dynabook.com/assistpc/mid/index_j.htm

Androidに関する一般的なお問い合わせは、東芝PCあんしんサポートになります。
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4 お問い合わせ先 －プラットフォーム／アプリケーション－

2 アプリケーションのお問い合わせ先
各アプリケーションのユーザー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ
ください。
インストールされているアプリケーションはご購入のモデルにより異なります。

FSKAREN

富士ソフト株式会社　FSKAREN問合せ窓口

ホームページ ： http://www.fsi.co.jp/karen 
上記ホームページ上にある、資料請求・お問合せフォームに必要事項、
ご使用されている機器を明記の上、お問い合わせ下さい。

上記以外のアプリケーション

東芝（東芝PCあんしんサポート）

全国共通電話番号 ： 0120-97-1048（通話料・電話サポート料無料） 
おかけいただくと、ガイダンスが流れます。ガイダンスに従って操
作してください。 
技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後で 1 をプッシュし
てください。

技術相談窓口　受付時間：9:00～19:00（年中無休）
［電話番号はおまちがえないよう、ご確認の上おかけください］

海外からの電話、携帯電話、PHS、または直収回線など回線契約によってはつながらない場
合がございます。その場合はTEL 043-298-8780（通話料お客様負担）にお問い合わせ
ください。

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合がございます。日程は、
dynabook.com「サポート情報」（http://dynabook.com/assistpc/index_j.htm）にて
お知らせいたします。

デ辞蔵

イースト株式会社 デ辞蔵サポート係

受付時間 ： 月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始などの休業日を除く）

E-mail ： dejizosupport@est.co.jp

ホームページ ： https://dejizo.jp/contact.aspx（お問合せページ）
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1 ご使用にあたってのお願い

本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただ
きたいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。

1 本製品の本体について 

 ■ スイッチの操作にあたって
 ● スイッチを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使わないでください。スイッ
チが故障するおそれがあります。

 ■ 機器への強い衝撃や外圧について
 ● 機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。製品には精密部品を使用してお
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障するおそれがあります。
 ● 本製品の表面を硬いものでこすると傷がつくことがあります。 
取り扱いにはご注意ください。

 ■ タッチパッドの操作にあたって
 ● タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使わないでください。 
タッチパッドが故障するおそれがあります。

2 電源コード、ACアダプターの取り扱いについて 
 ● 電源コードやケーブルは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あらか
じめ『安心してお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守っ
てください。
 ● 電源コードやACアダプターを持ち運ぶときには、次の図のように正しくケーブルを束ねて
ください。

　

 電源コード、ACアダプターは、購入されたモデルにより異なります。
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3 周辺機器について 

 ■ 周辺機器の取り付け／取りはずしについて
 ● 取り付け／取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《オンラインマニュ
アル》を読んでから作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守
らなかった場合、故障するおそれがあります。
・ ホットインサーションに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ず本製品の電源を
切ってから作業を行ってください。ホットインサーションとは、電源を入れた状態で機器
の取り付け／取りはずしを行うことです。

・ 適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない
でください。冬場は特に注意してください。

・ ホコリが少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。
・ 極端に温度や湿度の高い／低い場所では作業しないでください。
・ 静電気が発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな
いでください。

・ 本製品に取り付けられているネジは、取りはずさないでください。
・ 本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。
・ 本製品のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせてくださ
い。

・ 本製品のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないでくださ
い。

4 バッテリーについて 

 ■ バッテリーを使用するにあたって
 ● バッテリーパックの取り付け／取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源プラグをコ
ンセントからはずし、電源コネクタからACアダプタープラグを抜いてから作業を行ってく
ださい。サスペンドを実行している場合は、バッテリーパックの取りはずしをしないでくだ
さい。データが消失します。
 ● 電極に手を触れないでください。故障の原因になります。

電極
　

電極

1 ご使用にあたってのお願い
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1 ご使用にあたってのお願い

 ● バッテリーパックを本製品に取り付けるときは、バッテリー安全ロックがロック側になって
いることを必ず確認してください。 
安全ロックがロック側になっていないと、持ち運びのときにバッテリーパックがはずれて落
ちるおそれがあります。

参照  詳細について「3章 2 - 2  バッテリーパックを交換する」

 ● バッテリー駆動で使用しているときは、バッテリーの残量に十分注意してください。 
バッテリーを使いきってしまうと、サスペンドが効かなくなり、電源が切れて、メモリに記
憶されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテリーを使いきってしまうと、時刻
や日付に誤差が生じます。このような場合は、ACアダプターを接続してバッテリーと時計
用バッテリーを充電してください。

 ■ バッテリーを充電するにあたって
 ● バッテリーパックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。
バッテリーは5～35℃の室温で充電してください。

社団法人　電子情報技術産業協会の「バッテリ関連Q&A集」について
http://it.jeita.or.jp/perinfo/committee/pc/battery/menu1.htm

5 画面について 
 ● アプリケーションや各種設定の画面では、画面右隅にスクロールバーが表示されることがあ
りますが、このバーをドラッグして画面を縦方向にスクロールすることはできません。

6 バックアップについて 

 ■ バックアップをとるにあたって
 ● 内蔵フラッシュメモリや記録メディアに保存しているデータは、万が一故障が起きた場合や、
変化／消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保存してください。 
内蔵フラッシュメモリや記録メディアに保存した内容の損害については、当社はいっさいそ
の責任を負いません。
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2 技術基準適合について

「オンラインマニュアル」にも技術基準適合に関する説明が記載されています。本書だけでなく、
「オンラインマニュアル」の記載もあわせてご確認ください。

 ■瞬時電圧低下について

この装置は、社団法人　電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る
瞬時電圧低下に対しては、不都合を生じることがあります。

 ■高調波対策について

参照  《オンラインマニュアル》

 ■電波障害自主規制について

参照  《オンラインマニュアル》

 ■EU Declaration of Conformity
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2 技術基準適合について
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3 無線LANについて

 

 ● アンテナの近くに金属面や高密度の固体があると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことがあり
ます。
 ● 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"がある場合も、通信範囲に影響を与

えます。

＊ 無線LANモデルのみ

1 無線LANの概要 
本製品には、IEEE802.11b、IEEE802.11g、IEEE802.11nのすべて、もしくはその一部
に準拠した無線LANモジュールが内蔵されています。次の機能をサポートしています。

 ● 周波数チャネル選択
 ● マルチチャネル間のローミング
 ● パワーマネージメント

2 無線特性 
無線LANの無線特性は、製品を購入した国／地域、購入した製品の種類により異なる場合があ
ります。
多くの場合、無線通信は使用する国／地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク機
器は、無線免許の必要ない2.4GHz帯で動作するように設計されていますが、国／地域の無線
規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限が課される場合があります。

無線周波数帯
IEEE802.11b,
IEEE802.11g,
IEEE802.11n

2.4GHz（2400-2483MHz）

変調方式

IEEE802.11g
直交周波数分割多重方式
OFDM-BPSK, OFDM-QPSK, OFDM-16QAM, 
OFDM-64QAM

IEEE802.11b
直接拡散方式
DSSS-CCK, DSSS-DQPSK, DSSS-DBPSK

IEEE802.11n
直交周波数分割多重方式（0FDM方式）,
空間多重方式（MIMO方式）

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係があります。無線通信の転送レートが低いほど、
通信範囲は広くなります。
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3 無線LANについて

3 サポートする周波数帯域 
無線LANがサポートする2.4GHz帯のチャネルは、国／地域で適用される無線規制によって
異なる場合があります（表「無線IEEE802.11 チャネルセット」参照）。

 ■無線IEEE802.11 チャネルセット
 ● 2.4GHz帯：2400-2483MHz（IEEE802.11b/g、IEEE802.11nの場合）

チャネルID 周波数

1 2412

2 2417

3 2422

4 2427

5 2432

6 2437

7 2442

8 2447

9 2452

10 2457＊1

11 2462

12 2467

13 2472
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4 本製品を日本でお使いの場合のご注意 
日本では、本製品を第二世代小電力データ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯
は2,400MHz～2,483.5MHzです。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無
線局及び移動体識別用特定小電力無線局）の使用周波数帯2,427MHz～2,470.75MHzと重
複しています。

 ■ステッカー
本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーを本製品の本
体に貼り付けてください。

この機器の使用周波数帯は  2.4GHz帯です。この周波数では電
子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線
局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて
いないことを確認してください。

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと
が起きたときは、東芝PCあんしんサポートへお問い合わせくだ
さい。

 ■現品表示
本製品には、次に示す現品表示が記載されています。

2.4DS/OF4

① ② ③④

⑤

① 2.4 ： 2,400MHz帯を使用する無線設備を表す。
② DS ： 変調方式がDS-SS方式であることを示す。
③ OF ： 変調方式がOFDM方式であることを示す。
④ 4 ： 想定される与干渉距離が40m以下であることを示す。
⑤ ■ ■ ■ ： 2,400MHz～2,483.5MHzの全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を

回避可能であることを意味する。

 ■東芝PCあんしんサポート
東芝PCあんしんサポートの連絡先は、『サポートガイド』を参照してください。
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5 機器認証表示について 
本製品には、電気通信事業法に基づく小電力データ通信システムの無線局として、認証を受け
た無線設備を内蔵しています。したがって、本製品を使用するときに無線局の免許は必要あり
ません。

 ■Bluetoothモデルの場合
無線設備名 ： MS-3871
財団法人電気通信端末機器審査協会
認証番号 ： D10-0121001

 ■Bluetooth機能を搭載していないモデルの場合
無線設備名 ： MS-3822
財団法人電気通信端末機器審査協会
認証番号 ： D10-0030001

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、小電力データ通
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したがって、組み込まれた無線
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれがありますので、十分にご
注意ください。

6 お知らせ 

 ■ 無線製品の相互運用性
本製品に内蔵されている無線LANモジュールは、Direct Sequence Spread Spectrum
（DSSS）／Orthogonal Frequency Division Multiplexing（OFDM）無線技術を使用する
あらゆる無線LAN製品と相互運用できるように設計されており、次の規格に準拠しています。

 ● Institute of Electrical and Electronics Engineers（米国電気電子技術者協会）策定の
IEEE802.11 Standard on Wireless LANs（Revision b/g/n）（無線LAN標準規格（版
数 b/g/n））
 ● Wi-Fi Allianceの定義するWireless Fidelity（Wi-Fi）認証 
Wi-Fi CERTIFIEDロゴはWi-Fi Allianceの認定マークです。
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 ■ 健康への影響
本製品に内蔵されている無線LANモジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる
かに低いレベルに抑えられています。
本製品に内蔵されている無線LANモジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるものと東芝では確信しております。こ
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検
討している専門家の委員会による審議結果がまとめられています。
ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者がWireless LANの使
用を制限する場合があります。次にその例を示します。

 ● 飛行機の中でWireless LAN装置を使用する場合
 ● ほかの装置類またはサービスへの電波干渉が認められるか、有害であると判断される場合

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針がよくわからない場
合は、Wireless LAN装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に対して、
本製品の使用可否について確認してください。

 ■ 規制に関する情報
本製品に内蔵されている無線LANモジュールのインストールと使用に際しては、必ず製品付属
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安
全基準に準拠しています。

● Canada - Industry Canada (IC)
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● USA - Federal Communications Commission (FCC)
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● Europe

���������	
���	��
���	���������������
������
����	���
��	���
�����	�
�����

$����G3

$����5��2

:	�������
��������	�
��
������
��������	������������	��
��	���������
����A--'��	���������

�����
��
�	����
��#$<�3$#<�������5����
�������
��
�	��
	�#$<�3$#<�������5����
��	�������
��

������	�
��
������
��������	������������	��
��	����'	���
����A--'��:	�������
��
�	����
�

����������������	�
��
�#$<�3$#<��

9		������H������������
������	���	���������������	�
�	�������
��
���������
���A--'�

����������
��
�����B�$#<�3#$<���	
��F��		����������	�������
��
���	
���
���A--'��������

�����
��
�����B�$#<�3#$<���	
����9		�������
��
���	�������
������
����	�
��
�	���'���'�
�

$#<��

������������
I�����
�����
�	������H�(�J��I�@
H������
I����K
�'��
(����
������
I����������������(�

�������������
��'��
��I��
��H����������	�������
��
�����
��'	����
��A--'��<	�������


��
��������H�������J�A--'�����������
��'��
�����L��
��#I#$<����
� ��5������ �<	��� ����

�������
��'��
���
���������(��������D��	�
��
���#I#$<��

���
������
2 8���������5����
��	��	�

		�����
����
�	������������
������������	����	��
����
	��	��	��

%�'��
�����'� �

		��$��������	
���
��(����������
������'�������M���
����$�

��'�
�

"N�
����
���9	����������������
�''���

:�����2 ���
���
�
����5���������
2�	�������������+�
	�O�;4*--��"D���
�4*7*��"D�������
�����=�

'���������
�	�

		������:������

$��
��
����H5���������
����
��2����������������@�+�O�;4*--��
�4*7*��"D�������
���'��
=�


	����
�P
����
����H����
�	�
���@
H���������:������� �9	����	���D��	�
��
���#I%�
	��
H�
��

�H����
�	��
����H�H�	''����
�	���;�

�233������
�
����	'���=��	��������	�H
����J��������

#
����2 8���������5����
��	����
		�������0�����
��	�

		�����
����
�	����	
����	��
�

�I���������������	������	���'����
������������������I��	���
���	�

9���/������	���������
�
	��������	��
����
����������

.�
�����
 8���������5����
��	��	�

		�����
����
�	������������
������������	����	��
����
	��	��	��

8����
�����������
��		����������'�
����
����
�������.��'��	�
��
�	��'�
�����	�����		��

B���
����	��
����

�	���'��������	��	�'�������
�����	���������
��'�������������	��E��������8%.�	����
�	�(�
�����	���

4�*&"D�����������'�
�
�	����������	��	�

		��������� � ������������	��
�����
���E��������8%.��
���
��
	�

������
���������
���������	��	����
�	����#��	����
�	�����	���������	�
��
��	��
������	���������5���������	��

	�

		�����(�������
�
���	��(�
��������'��
��	�
��
�
����������������
�	��������
��'�������
	��
	���5���
���

���������	��	�

		��	����
�	��



106

付 

録

3 無線LANについて

● Taiwan
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7 使用できる国／地域について 

 ● 本製品は、次にあげる国／地域の無線規格を取得しております。これらの国／地域以外では使用
できません。

お願い

 ■Bluetoothモデルの場合

アメリカ カザフスタン スロベニア パナマ マケドニア

アイスランド カナダ セネガル ハンガリー マルタ

アイルランド キプロス 台湾 フィンランド モザンビーク

イエメン ギリシャ チェコ プエルトリコ モナコ

イギリス グアテマラ デンマーク フランス ラトビア

イタリア コロンビア ドイツ ブルガリア リトアニア

エストニア ジンバブエ ドミニカ ベルギー リヒテンシュタイン

エルサルバドル スイス トルコ ポーランド ルーマニア

オーストラリア スウェーデン ナイジェリア ボリビア ルクセンブルク

オーストリア スペイン 日本 ポルトガル レソト

オランダ スリランカ ニュージーランド 香港

ガーナ スロバキア ノルウェー ホンジュラス

（2010年7月現在）
 ● インフラストラクチャ通信は、Ch1～Ch13で使用できます。

 ■Bluetooth機能を搭載していないモデルの場合

アメリカ カザフスタン スロバキア ノルウェー ホンジュラス

アイスランド カナダ スロベニア パナマ マケドニア

アイルランド キプロス セネガル ハンガリー マルタ

イエメン ギリシャ 台湾 フィンランド モザンビーク

イギリス グアテマラ チェコ プエルトリコ モナコ

イタリア コロンビア デンマーク フランス ラトビア

エストニア シンガポール ドイツ ブルガリア リトアニア

エルサルバドル ジンバブエ ドミニカ ベルギー リヒテンシュタイン

オーストラリア スイス トルコ ポーランド ルーマニア

オーストリア スウェーデン ナミビア ボリビア ルクセンブルク

オランダ スペイン 日本 ポルトガル レソト

ガーナ スリランカ ニュージーランド 香港

（2010年7月現在）
 ● インフラストラクチャ通信は、Ch1～Ch13で使用できます。
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4 Bluetoothについて

＊Bluetoothモデルのみ

1 物理仕様 

ワイヤレス通信

通信方式 Bluetooth Specification Ver.2.1+EDR

無線周波数帯 2.4GHz（2402～2480MHz）

変調方式 周波数ホッピング方式　2値FSK

出力＊1 最大＋4dBm（Power Class2）

受信感度＊1 －70dBm

通信距離 見通し10m＊2

電源電圧 3.3V

消費電力 最大200mA

＊1 アンテナの効率は含まれません。
＊2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。

2 無線特性 
Bluetoothモジュールの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場
合があります。
多くの場合、無線通信は国／地域によって使用が規制されています。無線ネットワーク機器は、
無線免許の必要ない2.4GHz 帯で動作するように設計されていますが、国／地域の無線規制に
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限が課される場合があります。
本製品のBluetooth通信機能が使用できる国／地域については、「本節 6  使用できる国／
地域について」を確認してください。
無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係があります。無線通信の転送レートが低いほど、
通信範囲は広くなります。

 

 ● アンテナの近くに金属面や高密度の固体があると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことがあり
ます。
 ● 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"がある場合も、通信範囲に影響を与
えます。



109

付 

録

4 Bluetoothについて

3 本製品を日本でお使いの場合のご注意 
日本では、本製品を第二世代小電力データ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯
は2,400MHz～2,483.5MHzです。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無
線局及び移動体識別用特定小電力無線局）の使用周波数帯2,427MHz～2,470.75MHzと重
複しています。

 ■ステッカー
本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーを本製品の本
体に貼り付けてください。

この機器の使用周波数帯は  2.4GHz帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線
局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて
いないことを確認してください。

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと
が起きたときは、東芝PCあんしんサポートへお問い合わせくだ
さい。

 ■現品表示
本製品には、次に示す現品表示が記載されています。

2 .  4 F H 1

① ② ③ 

④ 

① 2.4 ： 2,400MHz帯を使用する無線設備を表す。
② FH ： 変調方式がFH-SS方式であることを示す。
③ 1 ： 想定される与干渉距離が10m以下であることを示す。
④  ： 2,400MHz～2,483.5MHzの全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を

回避可能であることを意味する。

 ■東芝PCあんしんサポート
東芝PCあんしんサポートの連絡先は、『サポートガイド』を参照してください。
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4 機器認証表示について 
本製品は、電気通信事業法に基づく小電力データ通信システムの無線局の端末設備として、技
術基準適合認証を受けております。

無線設備名 ： MS-3871
財団法人電気通信端末機器審査協会
認証番号 ： D10-0121001

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、小電力データ通
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したがって、組み込まれた無線
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれがありますので、十分にご
注意ください。

5 お知らせ 

 ■無線製品の相互運用性
Bluetooth 東芝製モジュールは、Frequency Hopping Spread Spectrum（FHSS）無線
技術を使用するあらゆるBluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた製品と相互運用できるよ
うに設計されており、次の規格に準拠しています。

 ● Bluetooth Special Interest Group策定のBluetooth Specification 
Ver.2.1+EDR
 ● Bluetooth Special Interest Groupの定義するBluetooth ワイヤレステクノロジーの
Logo認証

 

 ● 本製品はすべてのBluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた機器との接続動作を確認したものでは
ありません。ご使用にあたっては、Bluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた機器対応の動作条件
と接続の可否情報を取扱元にご確認ください。

また下記の取り扱い上の注意点があります。

（1） 本製品はBluetooth Version2.1+EDR仕様に準拠しております。 
Bluetooth Version1.0B 仕様のBluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた機器とは
互換性がありません。

（2） 2.4GHz帯のWireless-LANが近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エ
ラーが発生する可能性があります。

（3） BluetoothとWireless-LANは同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波
が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障
がある場合は、今お使いのBluetooth、Wireless-LANのいずれかの使用を中止してくだ
さい。

4 Bluetoothについて
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 ■健康への影響
Bluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは
るかに低いレベルに抑えられています。
Bluetooth 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライン
にそっており、安全にお使いいただけるものと東芝では確信しております。この安全基準およ
び勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門
家の委員会による審議結果がまとめられています。
ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者がBluetooth ワイヤレ
ステクノロジーの使用を制限する場合があります。次にその例を示します。

 ● 飛行機の中でBluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた装置を使用する場合
 ● ほかの装置類またはサービスへの電波干渉が認められるか、有害であると判断される場合

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針がよくわからない場
合は、Bluetooth ワイヤレステクノロジーを用いた装置の電源を入れる前に、管理者に使用の
可否について確認してください。

4 Bluetoothについて
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Regulatory statements
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6 使用できる国／地域について 

 ● 本製品は、次にあげる国／地域の無線規格を取得しております。これらの国／地域以外では使用
できません。

お願い

アメリカ カザフスタン スロベニア パナマ マケドニア

アイスランド カナダ セネガル ハンガリー マルタ

アイルランド キプロス 台湾 フィンランド モザンビーク

イエメン ギリシャ チェコ プエルトリコ モナコ

イギリス グアテマラ デンマーク フランス ラトビア

イタリア コロンビア ドイツ ブルガリア リトアニア

エストニア ジンバブエ ドミニカ ベルギー リヒテンシュタイン

エルサルバドル スイス トルコ ポーランド ルーマニア

オーストラリア スウェーデン ナイジェリア ボリビア ルクセンブルク

オーストリア スペイン 日本 ポルトガル レソト

オランダ スリランカ ニュージーランド 香港

ガーナ スロバキア ノルウェー ホンジュラス

（2010年7月現在）

4 Bluetoothについて
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5 外形寸法図

＊ 数値は突起部を含みません。

189.8mm
2
6
2
.0
m
m

12.0～21.0mm



116

英数字

Androidのセットアップ . . . . . . . . . . . . . 26
Battery LED . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 60
DC IN LED . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 36
HDMI出力端子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
Power LED . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 36
TOSHIBA Service Station  . . . . . . . . . 29
USBコネクタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
Webカメラ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

あ行

オンラインマニュアル . . . . . . . . . . . . . . . 51

か行

型番 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
キーボード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

さ行

サスペンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
システムインジケーター . . . . . . . . . 14, 15 
初期化  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65
ステータスバーエリア . . . . . . . . . . . 37, 38
スピーカー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
製造番号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
セキュリティロック・スロット . . . . . . . . 15

た行

タッチパッド . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 17
通知LED . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14, 15
ディスプレイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
デスクトップエリア . . . . . . . . . . . . 37, 39
電源コネクタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
電源スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

な行

内蔵マイク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

は行

バッテリー・リリースラッチ . . . . . . 16, 61
バッテリー安全ロック . . . . . . . . . . . 16, 60
バッテリーパック . . . . . . . . . . . . . . 16, 59
バッテリーパックの交換 . . . . . . . . . . . . . 60
左ボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 17
ヒンジ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
ブリッジメディアスロット . . . . . . . . . . . 14
ホーム画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37

ま行

マイク入力端子／ヘッドホン出力端子 . . . 14
右ボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 17
ミニUSBコネクタ . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

ら行

ランチャーエリア . . . . . . . . . . . . . . 37, 40

わ行

ワイヤレスコミュニケーション LED . . . . 15

さくいん



MEMO



MEMO



MEMO



120

初期化チェックシート

初期化は、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしながら実行してくだ
さい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「4章 買ったときの状態に戻すには」
で説明しています。

1 初期化をする前に確認すること
□ 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる
□ 「5章 困ったときは」をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる

2 初期化をはじめる前にしておくこと
□ ①準備するもの

□ 『dynabookガイド』（本書）
□ この初期化チェックシートをコピーしたもの

□ ②必要なデータのバックアップをとる
バックアップをとることができる場合は、とっておいてください。初期化をすると、購入後
にインストールしたアプリケーションや各種設定はすべて消失します。また、初期化の方法
によっては、購入後に作成したデータもすべて消失します。
本製品のバックアップツールを使用すると、アプリケーション領域内に保存されているお客
様のデータを［内蔵ストレージ］フォルダーにzipファイルとして退避できます。
[設定］タブ→［設定］→［プライバシー］→［設定とアプリケーションの保存と復元］の［デー
タパーティションのバックアップ］を実行してください。
バックアップを実行した年月日時刻をファイル名にして、［内蔵ストレージ］フォルダーに
zipファイルが1つ作られます。
このzipファイルには、次のデータが含まれています。

 ● プラットフォームやアプリケーションのデータや設定
 ● お客様がダウンロードなどして、本製品の購入後に追加したアプリケーション　など

このzipファイルを含めて、［内蔵ストレージ］フォルダー内のすべてのファイルを外部記録
メディアにコピーしてください。
参照  バックアップについて《オンラインマニュアル》

□ ③各種設定を確認する

□ ④周辺機器をすべて取りはずす

3 初期化の流れ
初期化をする場合は、次のような流れで作業を行ってください。

□ ①初期化 □ ④データの復元
□ ②Androidのセットアップ □ ⑤インターネットやメールの設定
□ ③周辺機器（マウス・キーボードなど）を □ ⑥Androidおよびアプリケーションの
 取り付けて、設定する  アップデート
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無断複製及び転載を禁ず 

dynabookガイド

デジタルプロダクツ�ネットワーク社

〒105-8001 東京都港区芝浦1-1-1

発 行 

AZ/＊＊Mシリーズ

東芝PC総合情報サイト

http://dynabook.com/

お問い合わせの詳細につきましては、『サポートガイド』をご参照ください。

・本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。
・本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。
・落丁、乱丁本は、お取り替えいたします。
東芝PCあんしんサポートにお問い合わせください。

東芝PCあんしんサポート
技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたします。

全国共通電話番号 �����������	（通話料・電話サポート料無料）
おかけいただくと、ガイダンスが流れます。
ガイダンスに従ってご希望の窓口に該当する番号をプッシュしてください。

電話番号は、お間違えのないよう、ご確認の上おかけください。
海外からの電話、携帯電話、PHSまたは直収回線など回線契約によってはつながらない
場合がございます。その場合はTEL 043-298-8780（通話料お客様負担）にお問い合わ
せください。
ご相談の内容により、別のサポート窓口をご案内する場合がございます。

　技術相談窓口受付時間：9：00～19：00（年中無休）
　修理相談窓口受付時間：9：00～22：00（年末年始12/31～1/3を除く）

▼インターネットで修理のお申し込み
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